
様式第３号(第９条関係) 

会議結果 

 次の附属機関等の会議を下記のとおり開催した。 

附 属 機 関 等 の 名 称 
令和６(2024)年度第３回みよし市教育振興基本計画推進委

員会 

開 催 日 時 
 令和６(2024)年１１月１２日（火） 

午後２時から午後４時３０分まで 

開 催 場 所  みよし市役所 ３階 研修室１・２・３ 

出 席 者 

委 員 長：大村  惠 

 副委員長：都築 克章 

委   員：大地由美子  鈴木 政之  丹羽 浩介 

黒田 和秀   林   晴子    岡田 文子 

山岡 直子  冨樫佐智子  鈴木 睦子 

鈴木 康之  平山 啓子  清水 素子 

事 務 局：増岡教育長  冨田教育部長 新美教育部参事 

岡田教育部次長兼学校教育課長 

鈴木教育部副参事兼学校教育課主幹 

本松こども未来部保育課長  林スポーツ課長 

橋本歴史民俗資料館長   

林学校給食センター所長 

二子石生涯学習推進課長  

酒井学校教育課主幹  中井学校教育課主幹 

長谷川学校教育課主幹 多治見学校教育課主幹 

西世古学校教育課主幹  

山内学校教育課地域連携担当 

（計３０名） 

次 回 開 催 予 定 日  令和７(2025)年２月２６日 

問 合 せ 先 

 みよし市教育委員会学校教育課 

電話：０５６１－３２－８０２６ 

ファックス：０５６１－３４－４３７９ 

メール：gakko@city.aichi-miyoshi.lg.jp 

下欄に掲載するもの 
・議事録全文 

・議事録要約 
要約した理由   

審議経過 

鈴木教育部副参事兼 

学校教育課主幹 

 

 本日は、ご多用の中ご出席いただきありがとうございます。

定刻になりましたので、ただ今より「第２回 みよし市教育

振興基本計画推進委員会」を始めさせていただきます。 

初めに礼の交換をします。みなさまご起立ください。 

 

一同 礼 ありがとうございました。ご着席ください。 

 

なお、名古屋学芸大学教授、渡辺桜様、三好丘小学校PTA会長



山田竜治様から欠席の連絡をいただいております。また、幼

稚園父母の会代表の岡田文子様ですが、本日、園の行事が重

なっていることで終わり次第駆けつけられると伺っておりま

す。 

また、本計画の策定に関わる委託業者として、株式会社創建

の大谷様にご参加いただいております。今後も会議資料や成

果物の作成などでご協力をいただくことになっておりますの

で、紹介をさせていただきます。 

本会議につきましては会議録を取らせていただく関係上、

ご発言される際は担当がその都度マイクをお持ちしますの

で、マイク電源をオンにしていただいてから話をしていただ

きますようよろしくお願いします。 

 

 

 

増岡教育長 

それでは、本日の会議でお配りした要項に沿って進めさせてい

ただきます。 

はじめに、主催者を代表してみよし市教育委員会教育長、増

岡潤一郎よりご挨拶を申し上げます。 

 

教育長 挨拶 

鈴木教育部副参事兼 

学校教育課主幹 

 

 

大村委員長 

 

 

 

 

ここからはみよし市教育振興基本計画推進委員会設置要綱

により、委員長の大村先生に進行をお願いいたします。 

 

 

大村でございます。 

よろしくお願いいたします。 

今教育長様からもお話がありましたけれども、こどもたち

が幸せに過ごせるにはどうしたらいいかというこのウェル

ビーイングという考え方は今、国の教育大綱にも取り入れら

れましたし、いろんな施策の中でそこに関わってる人が充実

しているかどうか、生きがいを感じているかどうか、幸せを

感じているかどうかということを指標として考えようと。そ

れが何かの形で困っているとか、苦しんでいるっていうこと

があれば、それに対して、一つ一つ手当をしていこうと。そ

ういった考え方はとても大事であると思っていまして。今日

もご議論いただく教育振興基本計画でも、そうした一人一人

のこどもたちが幸せに過ごせるということを一番に考えたい

ですし、また、実はそのためには、こども自身の声を聞くこ

とがとても大事になってくるのですが、そういったこどもの

声をきちんと聞いていくような仕組みを入れ込んでいくこと

が必要かなとも思っていますので、また皆さんのご意見もお

聞きしたいと思います。 

それでは議事に入っていきます。 

よろしくお願いいたします。 

それでは、まず事務局から資料1、資料2についてのご説明

をいただくということになっています。それではよろしくお

願いいたします。 

事務局・多治見 改めましてこんにちは。事務局を務めております、みよし



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市教育委員会の多治見です。よろしくお願いします。 

それでは事前にお配りした資料1、2の内容について説明さ

せていただきたいと思います。前のスライドも使いながら説

明させていただきますのでよろしくお願いいたします。 

まず、教育委員会の点検評価とアンケートの結果並びに部

内で行った分析についてご説明させていただきたいと思いま

す。資料1に関わる内容となります。この点検評価は令和5年

度の実績、取組に対しての評価となります。 

今年度から中部大学の武者先生に点検評価を依頼しまし

た。主に学校教育分野を中心に評価していただきました。よ

い評価をしていただいたものは、白丸、課題や改善の視点を

与えていただいたものは黒丸で載せてあります。 

専門相談員の拡充が図られたことで、当事者には手厚い支

えとなっていること。 

個別の指導計画の活用状況が100％となっており、現場の

並々ならぬ努力と熱意を感じること。 

国による条件整備の充実を待つことなく、市独自で少人数

学級や教科担任制の制度を進めていること。 

90％のこどもが自分の学校を学校施設が安心、安全、快適

であると答えていることについては、他ではなかなか見られ

ない結果となっており、大人たちの願いや温かなまなざしを

こどもは感じ、自分たちが大切にされている感覚を得られて

いることについて高い評価をいただきました。 

その一方で、作戦の1から4にあるように、みんなで育てる

みよしっ子についてはまだまだ啓発することや浸透を図るこ

とについて、もう少し方法を変えるなどして取り組んでいか

ないといけないこと、また、こどもが自由にスポーツに親し

み、スポーツ文化を誰もが享受できるような体制整備を検討

すること。 

こどもをめぐる取組のあらゆる場において、こどもの意見

表明、参加の機会を位置づけるようご助言いただいておりま

す。 

続きまして、愛知教育大学の中山先生からは主に生涯学習

分野について点検評価をいただきました。 

サンライブに限らず、おかよし交流センターにおいて新た

に14講座を開催したこと。 

総合型地域スポーツクラブで活動した延べ人数はコロナ禍

で活動人数が大幅に減少した時点に比べれば大きく回復して

いること。 

土器・石器づくり、土器型クッキーづくり、灰釉陶器づく

りなど小学校4校への出前授業が前年度以上に行われ、学校と

の連携が進みつつあること。 

市内のすべての中学校と2つの小学校に地域コーディネー

ターが配置されるなど、地域学校協働活動やコミュニティス

クールを推進するための土台が着実に進められていることに

ついて高い評価をいただきました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一方で、働いてる世代対象の事業拡大のため、週末、祝日、

夜間の利用者のニーズを対話により集めていくことや市民の

こどもたちに歴史の課題とその解決策について学習調査研究

してもらう等資料館の在り方を検討する取組にこどもたちの

声を入れていくこと。 

今後は各校の地域コーディネーター同士の研修の場を設け

ていくことについて助言をいただいています。 

今後の全体的な反省点としましては、ご助言いただいた点

について教育委員会としても、次年度にどのように生かして、

どう取り組んだかという部分を明確にしていかなければなら

ないと思っています。PDCAサイクルを確立していくことを意

識していきたいと考えています。 

続きまして、資料2、みよしの教育に関するアンケートの結

果分析についてになります。 

資料2の2ページをご覧ください。 

今回アンケート対象としまして、市民、小学校5年生とその

保護者、中学校2年生とその保護者、教員を対象として行いま

した。合計3755人を対象にアンケートを実施しました。回収

率はここにお示しした通りになります。 

保護者に関しては、小学校5年生と中学2年生のどちらかの

お立場で回答していただくように依頼しましたので、重複し

ている部分もあり、実際には1197よりは少ない数になってる

かと思います。よって回収率が22％となっておりますが、実

際はもう少し高いのかなと受けとめております。 

またWebでのアンケートのみとしたことによって、学校の先

生方を介しての働きかけができなかった分、保護者の回収率

が低めになっている原因ではないかと思っております。 

それでは各項目につきまして、1つずつ結果分析について説

明させていただきます。 

4ページへお進みください。 

1、学校教育に期待されていることについてです。 

ご覧の通り、丸数字は回数の多かった順位を示しておりま

すが、項目の上位2つが、いずれも基礎的な知識技能を身に付

けること、思いやりや優しさなどの心の教育となっており、

市民、保護者、教員の方向性は一致していると言えます。 

特に市民については、若い29歳以下のところだけを見ると、

これ以外に情報モラル教育も必要だという声が多く挙がって

おりました。したがって、市民の中でも年齢によっては求め

るものが違っていたかなという印象も受けます。 

2、現在の学校教育の課題についてです。 

特に道徳教育や心の教育及び個性を伸ばすことについての

項目が少しずつ改善されております。道徳教育や個に応じた

支援の充実を図ってきたことが成果として挙げられます。特

に市民の中でも29歳以下の方については、逆境や困難に直面

したときに柔軟に対応する力というよりは、多様な個性や考

えを受け入れたり、認めたりする力が必要だというふうに答



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

えている方が多かったので、これも市民の年齢層によって、

多少違いが見られたかなと感じております。このまま引き続

き、道徳教育や個に応じた支援の充実を図っていきたいと考

えています。一方、課題としましては、教員の多忙化による

こどもへのきめ細やかな指導が十分ではないという点であ

り、教員の働き方改革は今後、市としても重要課題として取

り組んでいかなければならないですし、小学校での教科担任

制について肯定的な意見が多かったことから、こどもたちと

向き合う時間を確保できるような施策を検討していきたいと

考えております。 

3、日々の事業についてです。 

小学生では、タブレット端末を使った授業、中学校では友

達と話し合う、あるいは観察や実験などの授業が好きという

回答が多かったです。学び合いのある授業づくりを重ねてき

た成果が見られます。また、コロナ禍で活動が制限されたこ

ともあり、実体験を通して学びを進めたいという思いをもっ

たこどもたちが多いことが伺えます。 

課題としては、特に小学校の授業でもっと学び合いのある

授業に取り組み、タブレット端末を使った授業と話し合いや

実体験を取り入れた授業等を効果的に組み合わせた授業に努

めていきたいと考えております。 

4、学校施設の安心、安全、快適についてです。 

左が令和4年度の数字、右の赤数字が今回実施した結果と

なっています。とても安心、安全、快適と感じる小学生、中

学生の割合が高まっております。 

計画的に大規模改修を行っている成果がこうした肯定的な

意見に繋がっていると思われます。改善して欲しいこととし

ては、小学生が学校図書館の本を新しくして欲しいが一番高

く、新しくはしているものの、こどものニーズに合った本で

はないということなのかを検証していく必要があるのかなと

感じています。中学生についてはトイレをきれいにして欲し

いが一番回答率が多かったです。 

5、部活動についてです。 

ご覧の通り、中学生や保護者ともに強く上手になって欲し

いという思いは高まっています。しかし、勝ち負けや賞より

も楽しくやりたい中学生の割合も同様に増加しており、多様

な考えをもった生徒たちがいる中で、目指すべき指導の方向

性を定めていくという難しさが新たに出てきたのではないか

なと感じています。一方で保護者は楽しくやるよりももっと

部活に打ち込んで欲しいという思いが高いことも伺えます。

目標がなく、放課後や休日の過ごす姿を心配する面があらわ

れているのかもしれません。 

6、放課後や休日の過ごし方です。 

小学生が特に友達と過ごすことが少なくなっています。習

い事に通うからという理由かと思ったのですが、そこまでそ

の数字が伸びていないため、家でゲームやSNS等をして過ごす



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子が増えてきたのではないかと感じます。あるいは、遊ぶ場

所がないのか、友達の家を知らないのかといったことももし

かしたらあるのかもしれません。 

7、小中連携についてです。 

中学生の入学した後、不安を感じたかの割合が減少しまし

た。その不安の中身を見てみますと、教科によって先生が変

わることについては7％であり、主に小学校の高学年で進めて

いる教科担任制の成果が出ていると言えます。 

一方、一番多かったのが授業や成績、次いで違う学校の子

との友人関係とあるので、授業が難しくなり、ついていける

かという部分に加え、友人関係は大きなウエイトを占めてい

ることがわかります。入学後の学級づくりや対話を通して学

び合う授業をしながら、友達と仲間と協働して理解を深めて

いける関係を構築していくことで、安心して学校に通えるよ

うにしていく必要性を強く感じます。 

8、心の教育についてです。 

人の役に立つ人間になりたいと回答した小中学生が年々減

少傾向にあります。特に中学生のあまり当てはまらないとい

う回答が増えている点が気になります。学校生活をはじめ、

多くの場面を通して、人と人とが関わり合う機会や人の役に

立つ経験が不足していることも考えられます。そのままのあ

なたでいいんだよという自分の長所も短所も含めて受け入れ

てよいことを伝えていくことで、自己肯定感を高める取組の

充実を図っていく必要があると考えています。 

9、学校教育と地域との連携についてです。 

地域学校協働活動を推進していくことがやはり大事である

と感じます。教員が望む活動と市民、保護者が参加してもよ

いと答えている活動とのずれも多少見られます。特に60歳以

上の市民になるのですが、協力や参加できることはないと回

答している方が多く、これはどんなことができるかという部

分の具体策をこちらの方も周知できていないところがあるの

かなと思うので、そういった方々を巻き込んで、一緒にこど

もたちを育てていけるような環境づくりが必要かと感じてお

ります。 

10，みよし市の教育全体の充実度についてです。 

令和4年度と比べ、保護者への周知が特に進んだことがわか

ります。その背景には、各校が地域、家庭との連携を中心に

取り組んでいただいていること、協力していただいてる関係

づくりが進んでいることが伺えます。 

11、生涯学習の推進についてです。 

市民の生涯学習として、今後勉強、体験したいものは激し

いスポーツというよりは、健康維持のための軽い運動が最も

多く、その次が情報、コンピューター、語学といった、働く

世代、あるいは退職した後も生活する上で身に付けたいとい

うスキルアップ系のものが多く挙がったという印象です。ち

なみに年齢別で調べてみますと、20代、30代で一番多かった



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ものが料理。40代、50代で一番多かったものが、語学やコン

ピューター。最後、60代、70代で一番多かったのが生活健康

（軽い運動を含む）という結果になっております。また、中

学生にも、もし時間があったらやってみたいものは何ですか

と聞いたところ、料理が一番多く、これは先ほども申し上げ

た通り、コロナ禍によってなかなか調理実習等の体験が制限

されたことが原因としてあるのかなと感じています。 

12、読書推進についてです。 

本を読むことが大変好き、どちらかといえば好きと回答し

た市民、小中学生の肯定群が減少傾向にあります。また、図

書館に行く市民、小中学生も減少していることから、本以外

で情報を得ている実情があったり、ゆっくり読書を楽しむ時

間がなかったりすることが考えられます。市民でいいますと、

29歳以下の年齢層の方々は67％が図書館に行ったことはない

と答えております。今SNS等によって情報を得ることができま

す。しかしながら、それに依存すると、フィルターバブルと

かエコーチェンバー現象といった常に同じような意見ばかり

を目にするような状況に陥りやすい場合も危惧されます。図

書館に行って、様々な考えや価値観に出会う経験も大切なの

ではないかなと感じています。 

13、教育に関する情報の周知。 

学校以外の相談機関について案内チラシを年間4回、小中学

校で配布しており、小学校卒業後の相談窓口の周知も行って

いることが、知らないの割合が減少している要因となってい

ると考えられます。引き続きこの割合を増やしていけるよう

に取り組んでいきたいと思います。 

14、ふるさと学習の推進1・2についてです。 

結果からは少しずつふるさとみよしに関する事柄への周知

が進んでいることが伺えます。スライドの3つの黄色の項目、

福谷城、石川家住宅、有数の陶器の産地については、いずれ

も文化財の分野となっており、知らないと回答する割合がや

や多い項目でもありました。これとは別にみよしが好きと回

答している市民、小中学生は9割以上いて、その多くは、住み

やすい、自然豊か、あるいは田舎であるとか、何もないといっ

たことも肯定的にとらえている方もいらっしゃいました。そ

ういった理由がみよしが好きであるという理由の結果となっ

ております。 

15、専門的な支援の推進。 

教員は不登校、ひきこもりに対する支援、発達の問題、特

別支援教育に対する専門的な支援、保護者は発達の問題、特

別支援教育に対する専門的な支援と、学校現場で発生する

様々なトラブルや複雑化した問題の法的解決に対する専門的

な支援、市民はいじめ、そして学校現場で発生する様々なト

ラブルや複雑化した問題の法的解決に対する専門的な支援と

いうことで、年々多様な価値観が混在する中で、うまく折り

合いをつけていくための手段や個に応じた専門的な支援の割
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合が高かったです。すでに支援を始めているものもあります

が、実態に合わせた効果的な支援方法を検討していく必要が

あります。以上になります。一旦ここまででご意見等を伺え

ればありがたいです。 

ありがとうございました。ただいま事務局からご説明いた

だきました。ご質問、ご意見等ありましたら挙手をお願いし

たいと思います。いかがでしょうか。 

私からまず1つ、心の教育のところで、スライドでいくと6

ページ目ですね。 

人の役に立つ人間になりたいということだとこうなるんで

すけども、ただ、心の教育のところの、例えば1つ目は人の気

持ちを大切にできる人間になりたいという設問に対しては、

そんなに下がってないんですよね。役に立つ人間になりたい

というところが下がっているということに着目されてますけ

ども、全体として他者に対しての思いやりの気持ちは必ずし

も下がってるわけではないだろうというふうに見たんです

ね。ただ、自分にはよいところがあるとか、そういうところ

も下がっているので、むしろ役に立つ人間になりたいってい

うのは、効力感といいますか、自分にはそういう力があって

それを役立てたいという思いになるので、自信のなさってい

いますかね。自分にそれができるんだろうかっていう自信の

なさが、役に立つ人間になりたいとか、自分にはよいところ

があるっていうところのやや減少に関わってきてるのかもし

れないなと思ってですね、心の教育全体で今のみよしのこど

もの自己肯定感を探っていくということを少しやっていただ

けれないかなというふうに思うんですね。ここだけ取ると、

何か他者に対して冷たくなっているんじゃないかと思ってし

まいがちですが、必ずしもそうではないような気がいたしま

したのでいかがでしょうか。 

ありがとうございます。今おっしゃられた通り、みよし市

では、どの学校でも学校評価ということで、同じような問い

をお願いしているところがあります。また、全国学調のとこ

ろでも、自分は役に立つ人間になりたいという設問が入って

きているところもあったので、それも経年で追っていけるか

なという部分で、これを注目してたところもありましたので、

今回それ以外の部分もとりましたので、相対的に見て判断し

ていけるようにしていきたいなと思います。 

はい、ありがとうございました。ついでにもう1つ、学校教

育の中で何を大切にしなければいけないかというところで、

教員の回答が少し気になりました。スライドではなく、アン

ケートのまとめの6ページになるんですけれども、6ページの

下を見ると学校でのこどもの指導において大切なこと、いわ

ゆる指導観、先生たちがこどもに対する指導についてどうい

う思いをもっているかということなんですが、令和4年と令和

6年を比べると、非常に6年の数値が下がっていて、非常に低

いです。これは複数回答というところで、もしかして令和6年
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のときには、その回答数を制限したりしていたんでしょうか。

令和4年はいくつでもつけてよくて、令和6年は3つとかそうい

う制限をつけていたのかが気になったので、いかがでしょう

か。 

ありがとうございます。全部の設問に共通しているのです

が、令和4年度のときは当てはまるものいくつでもいいよとい

うような設問にしておりました。しかしそれだと、本当に必

要なことというのがわかりづらいという反省もあって、今回

令和6年度については多くて3つまでというようなことで、ど

の設問も聞いてきたので、その辺の違いでパーセントが下

がっています。 

ありがとうございました。その設問の方法がよかったのか

どうかっていうことはちょっとありますけども、例えば6ペー

ジのところを見ると、3番ですね、繰り返し学習などで基礎基

本を身に付けさせることとが大事だと答えた方は16％しかい

なかったとかですね。7番ですね、一人一人の個性を伸ばすよ

うな指導を充実すること、これも15％なんですね、9番、地域

との関わりを通して、市や地域に愛着をもったり、認めたり

するような機会を充実させることはわずか3％っていうこと

なんですよね。だから今お聞きしたように3つしか回答できな

いというところで選ばれなかったのだろうとは思うんですけ

れども、しかし、他の指導の大切さに比べると著しく低いっ

ていうことが、これは先生たちの間で今働き方改革の中で、

もしかすると優先順位がつけられて、これらの低い回答のと

ころにはあまり手がかけられなくなってしまったとすると

ちょっと問題かなというふうに思ったんですね。それは保護

者の方の願いの、もっと一人一人に関わって欲しいというよ

うなことがあったと思いますけども、その辺が実態といいま

すか、その現場ではどういうふうに感じられているのかなっ

ていうのが気になったのですが、もしわかれば教えていただ

けますか。 

ありがとうございます。まず今おっしゃった通り、3つしか

選べなかったというところで、大事にしないといけないこと

はわかっているものの、回答できなかったのかなというふう

に感じておりまして、本当に決められた時間の中でやってい

きたい思いはあるけれども、先生方も今どれを優先してやっ

ていったらいいのかとか、日頃の指導の悩みとかがありなが

ら毎日を過ごしているので、その辺のところで上手く整理が

できずにいるのかなってところもあるので、こういったとこ

ろも働き方改革に繋がるんですけども、市としても保護者と

思いがある程度共有できるような指導体制は考えていかない

といけないと感じております。私が分かる範囲ではそれしか

言えないです。すいません。 

ありがとうございました。次からやはり3つに絞らずに大事

だと思うのは全部チェックしていただいた方がより先生方の

指導観がつかめるのかもしれないというふうには思いまし
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た。ありがとうございました。皆様からいかがでしょうか。 

文化協会の冨樫と申します。調査の回収率のことで、私が

一番気になったのが保護者の調査の回収率が22％っていうこ

とについて教育委員会はどう考えてみえるのか。これでいい

のかどうか。あるいは保護者のこういうものに対する考え方

が少しずつ昔と変わってきてるのかどうか、ちょっとお聞き

したいなと思って質問させてもらいました。 

はい。ありがとうございました。先ほど少しご説明もあり

ましたけども、補足とかございますでしょうか。 

ありがとうございます。この保護者の22％を含めて全体で5

4.6％という回収率になりました。今回ほぼWebで取ってると

ころもあり、市民だけが紙とWebを選択してよかったっていう

ことになったんですけども、一応40％を超えていれば、全体

の数字として、内容としてはとっていいものだというふうな

ことも教えていただいておりましたので、保護者の22％とい

うのは課題なんですけれども、先ほど申し上げた通り、小学

校5年生と中学校2年生の保護者に対して、きずなネットとい

う機能でWebアンケートをお願いしたんですけれども、教育委

員会から直接ということだったので、最初1回目お願いしたと

きには、22％もなく、本当に少なかったです。回答数が268に

なってますけど、実際には100ぐらいだったかなという記憶を

しております。したがって、もう1回リマインドという形で送

らせていただいて、ようやくこの数字になったということ

だったので、いかに今まで先生方が働きかけてくださって、

保護者の方が答えていただけたということがよくわかったの

で、今後、保護者に対してとっていくときには、やはり学校

の先生方にもお願いしていかないといけない部分もあるのか

なと感じておりますし、何とか保護者の方だけでも40％はや

はり取れるようにしていきたいと考えております。以上です。

 はい。よろしいでしょうか。その他いかがでしょうか。 

 中学校代表の都築です。お願いします。先ほど資料の6ペー

ジで大村先生が言われた複数回答のところですね。私も同感

で、私が教員だったらすべてに〇をつけちゃうだろうなって、

ちょっとこういう数値の違いが出てしまったのかなあと思い

ますので、再度ですね、教員の現場レベルでも何がこどもに

とって指導が大切なのかっていうのを再検討する必要が本当

にあるなと、じっくり考える必要があるなと思いました。も

う1点、8ページですね。市民の回答も気になりました。複数

回答ということで、令和4年度、6年度とかなり数値の差があ

るのもあって、市民の方々が考えられているこどもたちに身

に付けさせたい力、あと保護者、教員が期待することという

ことで、特に何事にも挑戦しようと1歩踏み出す力っていうの

が、数値的には結構多いので、市の目標にも合っているなと

思うのですが、これもやっぱり3つまでとかいうことでやられ

たと思うので、これも広く意見を伺うということで複数回答

にすれば、そんなに変わらない数値、結果が出たのかなとい
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うことを資料からそう感じました。以上です。 

 はい、ありがとうございました。事務局から何かございま

すか。よろしいですか。その他はいかがでしょうか。 

また、私からになりますけども、こどもたちの願いという

のが非常に印象的で、7ページですね。学校に期待すること、

これも小学生5年生も中学2年生も同じなんですよね。楽しい

学校にしてほしいっていうことと、それから友達と楽しく過

ごす時間が増やして欲しいと。特にこの友達と過ごす時間が

大事だっていうのは分かるんですが、そんなに友達と触れ合

う時間が少ないと思っているのかというところで少し、実際

の状況を見たいっていうか知りたいっていう思いがありまし

た。これは学校教育の授業への期待のところでも、10ページ

目ですね、どのような授業が好きかっていうところで、友達

と話し合う授業が非常に高いですよね。その学び合いの実践

というのがどれぐらい進められているかっていうのは把握し

てないんですけども、対話的な授業が行われていて、それが

こどもたちにも支持されているということだと、非常によい

実践が行われてきてるのかなっていうふうに思いますし、そ

うしたこどもが仲間と一緒に学びたいっていう気持ちをどう

学校の中で実現していくのかっていうのは、今後も一緒に大

事なことなんだなというふうには思っていました。これは感

想です。他皆さんいかがでしょうか。よろしければ次のご説

明の方に移ってよろしいでしょうか。また各グループで班の

議論していただくときに、アンケートについての感想等もま

た考慮していただいてもありがたいかなと思っています。 

それではご説明の方お願いいたします。 
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みよし市の目指す将来の都市像について見ていきたいと思

います。市長のマニフェストには、目指す都市像として、人

が輝き、挑戦し続けるまちづくりが掲げられています。その

実現のために教育に関わる分野として、少人数学級の推進と

小学校教科担任制を拡大すること。学校における様々な課題

に、より適切に対応するため、スクールロイヤーの配置とス

クールソーシャルワーカー、スクールカウンセラーの配置拡

充をしていくこと。地域全体でこどもの学びや成長を支える

コミュニティスクールを推進し、学校を核とした地域づくり

が示されています。 

大東建託株式会社が行った居住満足度調査の結果というも

のが10月31日に発表されていましたので、参考までに紹介さ

せてもらえたらなと思います。これについては、あなたは現

在幸せですかという問いに対して、幸せだと答えた割合を町

の幸福度ランキングとして表したものになります。みよし市

については東海地方に限られた話になるんですけども、幸福

度ランキング第2位という結果が出ておりました。今回、資料

2にあるアンケートでも、住んでいるまち、みよしのことが好

きですかに対する肯定的な回答は91％となっており、やはり

同じような結果になっているという感じを受けております。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ただ、今、青で囲ってるところが気になる点になるんです

けども、住み続けたいですかという問いに対しては、実は63

位まで下がってしまいます。項目としては、誇りがあり、愛

着があるっていう部分がどうかっていうところなんですけど

も、このあたりが非常に低くて、誇りがあると答えた割合で

いうと41位まで落ちるというところなので、このあたりが1

つ、今後考えていく新計画の中でも無視できないところかな

と思いましたので紹介させていただきました。 

ちなみにこれが住み続けたいまちランキングのトップ20に

なるんですけども、先ほど1位が日進市、2位がみよし市だっ

たんですけれども、その2つの市は入っていなくて、長久手市

が2位に入ってくるという結果が出ておりましたので、長久手

市の取組というところも1つ参考になるのかなというふうに

思っております。今回のアンケートの自由記述のところでも、

みよしのことがどちらかというと好きではないと答えた方の

理由が、やはり施設や遊び場が少ないとか、交通が不便といっ

たところが多く挙がっていたかなと思いますので、例えば高

齢になった場合にそういったところが少し不安要素になって

いるから、住み続けたくないと感じておられるのかなってい

うこともふと思いました。これは推測にすぎないのでしっか

りと調べてみないといけないかなと感じております。 

続きまして、教育振興基本計画の上位計画にあたります、

みよし市総合計画の将来像について見ていきたいと思いま

す。 

先ほどの話に繋がるんですけど、ここでは、みんなで育む

笑顔輝く、ずっと住みたいまちというふうに掲げているので、

やはりみよし市としてもずっと住み続けるというところを大

事に取り組んでいくということになるかなと思います。 

こどもから高齢者まで誰もが健康で明るく生き生きと暮ら

すことのできるまち、そして誰もがずっと住み続けたいと思

えるまちを目指して、市民と行政のそれぞれが、自分ができ

る役割を担い、市民の皆様と一緒にみよしの未来を築いてい

く方針がここでは示されております。 

以上のことから、新計画に向けて大事なキーワードを少し

挙げてみたいと思います。 

ここに挙げた通りになるんですけれども、長所も短所もあ

るのが自分であり、それがいいんだということを受入れるこ

と、相手意識を持ちながら、人と人とが関わり、楽しさや喜

びを感じる経験を積むこと。また、個に応じたきめ細やかな

指導をもとに自信をつけ、集団の一員として輝き、仲間と協

働しながら成長できることが目指すべきところなのかなと感

じております。 

ここからはお配りしました資料3の内容になります。 

これまで説明させていただいた流れを踏まえながら、現行

の計画を見ていきます。 

まずは、基本理念についてです。今は学ぶ楽しさで人と人



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

とをつなぐとなっております。第1回教育振興基本計画推進委

員会において、推進委員の方々からいただいた意見としまし

ては、社会情勢の変化や都市化の進展などにより、ずいぶん

前から社会問題として挙げられておりましたが、このコロナ

の影響によってさらに加速したこととして、地域や近所づき

合いをはじめとして、大人同士の繋がりが希薄になっており、

その結果、近所つき合いや地域でこどもを見守る機会が激減

し、近所のこどもの名前も知らないような事情が少しずつ見

られるようになったのではないかなということでした。人と

の繋がりが希薄し、その結果、悩みを誰にも言えず、1人で抱

え、孤立している市民の方もいらっしゃるのではないかなと

いうことを心配しております。また、コロナ前と比べて、図

書ボランティアの人数や生涯学習団体の数が減少するという

こともあり、人と人とが交流したり、助け合ったりする関係

性が少し揺らいでいる現状があるのかなと思います。 

また、こどもたちにとっても仲間と関わり、ともに成長す

る機会が少し失われてしまったことで、仲間を思いやる大切

さや仲間同士で折り合いをつける力、それから遊びの中で養

われるべき社会性等を身に付けることなく成長してしまって

いる点もあるのかなと考えております。学校現場での人間関

係における様々な問題も、そういった部分から表出している

現状があります。 

今回、実施したみよし市の教育に関するアンケートから見

えてきた、市民、保護者、教員が共通して描く理想像は思い

やりと優しさをもち、安心できる人間関係を築くことで、一

人一人が笑顔で生き生きと過ごすことができる姿であり、そ

のためには、小中学校の教育活動をはじめ、スポーツや文化

活動など、あらゆる機会をとらえて、みんなで一体感を感じ

ることのできる人と人とのつながりを生み出す必要があると

考えます。 

また、将来の予測が困難な時代に未来に向けて自らが学ぶ

姿勢であったり、社会の創り手となることであったり、持続

可能な社会を維持発展させていくということで、そういった

人材を育てることが求められています。 

今後は日本の人口も減っていくことが予想されます。とな

れば、みよし市に住む今多くの外国にルーツのある方もい

らっしゃいますが、そういった方々とも協働し、多様な考え

や価値を尊重していくこととともに、言葉の問題や文化の違

いから、日常生活や学校生活に苦労している方もいるため、

個別に支援もしていく必要があると考えます。 

そんな中でも、人それぞれが自己肯定感を高め、幸せや生

きがいを感じるとともに、地域や社会も幸せや豊かさを感じ

られるものとなるよう、教育を通じて、心の豊かさを表すウェ

ルビーイングを向上させていくことは大きなテーマとなるか

なと思います。 

これらのことから、これからのみよしの教育に最も必要と



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

されているのは、学校だけでなく、家庭と地域が手を携え、

人と人が繋がり高め合うことで、大人も心豊かに成長し、生

きがいのある暮らしや社会を実現していくことであると考

え、今回、A案とB案の基本理念を提案させていただきたいと

思います。この後のグループ協議において、A案がいいか、そ

れともB案がいいかということもそうですが、A案にしても、

もう少しこういった言葉が入れたほうがいいんじゃないか、B

案にしても、もう少しこういった表現にしたほうがいいん

じゃないかといったことも踏まえて、ご意見いただけると大

変ありがたいと思っております。 

続いて、目指す人間像についてです。 

現行の計画では、生涯にわたって自らを磨き続け仲間とと

もにふるさとみよしを築き、よりよい時代を創り出す人と

なっており、一文として表現されております。第1回の教育振

興基本計画推進委員会においても、第2回でもそうでしたが、

推進委員の皆様方からは、変化の激しいこの先10年を生き抜

くために必要な力についてもご意見いただいております。 

先ほどの基本理念を踏まえ、教育を通じて育てようとする

人物の理想像を、1つは学校教育、1つは社会教育、1つはそれ

を支える家庭・地域教育というような感じで分けて、箇条書

きでこのように表していったらどうだろうかということを提

案させていただきます。 

これについても、この後のグループ協議でこのように3つに

分けて、人間像を表すことについてご意見いただけたらなと

思っております。 

続いて、3本の柱についてです。 

現行の計画ではここにある通り、3つの柱でつくられており

ます。ただ柱という表現ですが、なかなか3本が並立してない

といったご意見もいただいておりましたので、あえて、基本

目標という言い方に言い換えて設定するのはどうかというこ

とを提案させていただきます。これについても、この後のグ

ループ協議でご意見いただけたらなと思っております。 

また現行プランは、全体像をこのようなイメージ図として

表しております。これについても、基本理念と目指す人間像、

3つの柱の繋がりが少し分かりづらいといったご意見もいた

だいていたことや、共育や協育という言葉を使っております

が、ここには出てこないというところもあったので、このよ

うな形ではなく、違う形で提案できればと思い、次のような

イメージ図を作ってみました。 

一番上に基本理念を書き、今回はA案を載せてありますが、

共育や協育という言葉も入ってくるような感じで作っていま

す。その下に、市が市民に目指すべき像を3つ設定させていた

だいて、その実現に向けて、3つの基本目標がライフステージ

ごとに設定されていくという形を取ったらどうかなと思い、

提案させていただきます。 

なお、今回0歳から3歳の期間については、こども未来部で
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こども計画を作成しており、それをもとに進めていくという

こともあったので、今回については、教育振興基本計画と今

後連携していくという形で、中に含めておりません。 

最後になりますが、参考資料ということで、皆様方にお配

りしていますが、この3つの基本目標までが決まってきた後

に、その基本目標を達成するために、体系別全施策がこのよ

うに繋がっていくというイメージになります。 

基本施策のところに成果指標を置き、施策の部分から重点

策を設定していくようなイメージで今は考えております。こ

れについては、本日の議題ではありませんので、今年度中に

新計画の骨子が固まりましたら、来年度に内容を検討して、

詰めていくものになる予定です。 

 

ありがとうございました。それでは、ただいまのご説明に

ついて質問、あるいはご意見をいただきたいと思いますがい

かがでしょうか。ご議論はグループでまたしていただくとい

うことになりますけれども、よろしいでしょうか。それでは

時間も来ておりますので、グループでの協議の中でまた疑問

点などがありましたらそこで協議をいただきたいと思いま

す。 

それでは4の協議事項に入りたいと思います。まずは協議の

方法について事務局からご説明いただきます。 

お願いします。この後、今お座りの方々で話し合っていた

だきたいと思っております。話し合っていただきたいことは、

1つ目が、私たちが先ほど分析したアンケート結果について、

先ほどもご意見いただいたんですけども、それについてまた

もう1回見ていただいて、こういったこともいえるんじゃない

かなとか、お気づきの点をお話いただけたらなと思っており

ます。20分程度お願いしたいと思っております。 

そのあとに、資料3で説明させていただいた、新計画の基本

理念と目指す人間像と3本の柱について、30分程度ご意見いた

だけたらなと思っております。関係課の担当もグループの輪

に入り、質疑等への対応をしますので、よろしくお願いいた

します。また、学校教育課の職員が各テーブルにつきますの

で、話し合いに取り回しや記録をさせていただきたいと思っ

ております。3時15分になったら、グループ協業会議開始でき

たらなと思っておりますので、よろしくお願いします。なお、

発言されるときは、会議録を取る関係上、最初にお名前を言っ

ていただいてからご発言いただけますようよろしくお願いい

たします。以上です。 

ありがとうございました。それでは進め方についてよろし

いでしょうか。 

アンケートの結果について最初にお話し合いをしていただ

くときに、実際には今回はまずアンケート用紙に答えても

らっただけですので、この後詳細な調査をしていくんですけ

ども、マンパワーも限られているところがありますので、こ
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こをもっと詳しく知りたいよねっていうところも皆さんの方

からお声を上げていただけると嬉しいなと思います。 

例えば子育て支援に関して、今回は放課後児童クラブに行

きたいですか、なんていうのも試しに聞いてみようというこ

とで今回取り入れたり、他の生涯学習の方で新たに設けたり

した項目もたくさんございますので、そういうところでもう

ちょっと詳細な調査が必要じゃないかと。実はさっきの放課

後児童クラブの件については、こどもたちの76％が実際には

家で過ごしたいと答えておるということなんですが、通って

る子以外の子にも尋ねているもんですから、これについては

やっぱり自分たち、今通っている子に絞った分析をしていか

ないといけないよねっていう話が出てるわけです。そんなと

ころをお気づきの点がたくさんあると思いますので、ご指摘

いただけると嬉しいです。以上です。 

はい、ありがとうございました。他はよろしいでしょうか。 

それでは15時15分まで休憩といたします。15分から開始い

たしますのでご準備ください。 

  

＜休憩＞ 

 

 

＜Aグループ協議＞ 

それではAグループの司会をさせていただきます、学校教育

の多治見です。お願いいたします。それでは発言されるとき

はそこにレコーダーがありますので、近くにお持ちいただい

て最初にお名前言っていただけると大変助かりますので、よ

ろしくお願いいたします。最初の20分間が資料2のアンケート

の内容になります。先ほど教育長の方が申し上げましたが、

もっとこういったここの調査もう少しした方がいいんじゃな

いかとかいう視点、もしくは全体を見られて、気になる点と

か、気づいた点を教えていただきたいなと思います。それで

はどなたからでも結構ですけど、どうですか。 

中学校代表の都築です。先ほどのご意見質問にもあったん

ですけども、6ページ、学校の教育現場で教員が普段、こども

の指導において大切なことっていうことで、回答数を絞って

ね、やっているんですけど、実際に多治見先生がヒアリング

をしていただけるっていうことだったので、本当に現場の教

員がどんなことをこどもの指導において大切なこと、全部だ

と思うんですけど、特にっていうことをいろいろ聞けるとい

いかなと思います。特にということで今回は51％と55％の2番

と4番が多かったんですけども、それ以外にも結構ですね、8

番なんかは半減していますもんね、令和4年と令和6年で81％

から49％、これも大事に思っている教員も多いと思うので、

そういうのをヒアリングから詳しく聞き出して、計画の中に

盛り込んでいく。あと、8ページの市民についても、市民の皆

さんがこどもたちに必要な力なんと思っているのか、時代が
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こういうふうにこれから変わっていって必要な力と思ってい

ることが数値を半減しているんですが、概ね思っていること

は変わっていないという分析だと思いました。あとは13ペー

ジ、先ほど教育長も言われましたけども放課後児童クラブに

通うことができるとしたら通いたいかということで、通いた

くないとかあったんですが、今実際の放課後こども教室って

いうのも開設しています。そこでのこどもたちの声、参加度

とかそういうことも聞けるとこれから放課後児童クラブを今

後、こども教室、あと児童館や公民館も本当に施設が充実し

すぎているぐらいしていると思うんですよ、みよし市内は。

また逆に少子化に向けてそういったのを変えていくっていう

ことも大事なんだと思いました。私からは以上です。 

今の質問の中でわからなかったんですが、こども教室って

いうのは、今まであったんでしょうか。今の児童クラブとは

関係なくて違うんですか。 

別です。 

それも児童クラブなんですか。 

放課後こども教室といいます。 

ということは、今の4年生以上は部活がなくなったので、み

んなができるようにという意味ですか。 

それが放課後こども教室です。 

はい、わかりました。 

保育園会長の代表の山岡です。先生が先ほど最初におっ

しゃられた、6ページの教員の方が、優先して考えられてい

るっていうので、令和4年とだいぶ差は出ているんですけれど

も上の方の①の基礎的な知識や技術を身に付けさせるってい

うのは75％で結構高いのに、次の質問では他の項目の方に目

がいっているという矛盾点は何なんだろうなっていうのは疑

問に思ったのですが。 

話題になっている通りもう少し詳しく教員に聞かないとい

けないかなと思うんですけど、上と下では項目と設問が違う

ので、山岡さんがおっしゃる通り、こちらの方が優先的に思

えたのかなと思うのですが、さっき答えたから違うように答

えようって思ったか。そこは分析しないと分からないところ

です。 

もしくは、私が捉えたのは下の質問は学校でのことなので、

その基礎的な繰り返しやるようなことは、家でも復習はでき

るから、何か学校でやれることってやはり先生方も忙しくて

できなくて、残りは家でも反復学習してきてねっていう、な

んだろう、そっちに優先順位が変わってきているのかなって

いうのを感じ取れたんですけども、聞いてみないとわからな

い話ですが。以上です。 

今の山岡さんの素朴な疑問というか、私も考えると、基礎

的な知識や技能をしっかりと身に付けさせることで、非常に%

は高い。ただ、繰り返し学習などで基礎・基本を身に付けさ

せることは62％から16％まで減っている。教員はどう考える
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かって言ったら、基礎的な知識や技能をしっかりと身に付か

せるためには、やはり、こどもにとって興味関心をもってい

るような授業作りをしなきゃいけないって思っていると思う

んですね教員は。だから、楽しく分かりやすい授業をするこ

とっていうのが、パーセンテージで高くなっているのかなっ

ていうことを思います。もちろん、繰り返しやること、基礎・

基本を身に付けさせることは大事なんですけど、こどもたち

に基礎・基本を身に付けさせる授業はやはりこどもたちに

とって楽しい分かる授業を教員は考えているなって思いま

す。以上です。 

なるほど。 

分かりやすい。 

私はすごく大事なことは、自己肯定感、自己有用感を高め

るっていうことだと思っていて、その自己肯定感っていうの

はさっき言われていた、よいところも、悪いところっていう

か自分を認めるっていう、自分の子育てで困っていろいろ調

べたり読んだりしたのとか、あとは体験で今大学生と高校生

がいるので思ったんですけど、自分は大丈夫だっていう気持

ちがあると、個人差はあると思うんですけど、いつかは何か

やる気が起きるっていうか、そういうふうに思っていて、そ

ういう気持ちが根底にあると、ずっと学び続けられるってい

うか、勉強だけじゃなくても何か自分で向上していけると

思っています。心の教育の、15ページの5番が、自分にはよい

ところがあるっていうのは、ここもあるんですけども、こど

もたちが今の自分の状態をどういうふうに思っているかって

いうか、何か自信をもてるところがあるとか、自分の存在を

考えて、表せるような質問が、具体的には分からないですけ

ど、今どれぐらいの子が自己肯定感をもてているというか、

それを測れるような質問があるといいかなっていうか。その

子によって、ほっといても自信もあって頑張れる子もいれば、

なかなかエンジンがかからなくって、学校のペースにもつい

ていけないっていう子もいると思います。そうなると、学校

の授業でも何でもが1人1人に勉強だけじゃなくても、1人1人

の今の状態をしっかりと把握することができるような、いろ

んなやり方を考えていけるかなと思っていて、とにかく自己

肯定感が全て、元になっているなと思いました。それがしっ

かりしてれば、この基本理念が全部叶えられると思いました。 

園からの繋がりも大事ですね。 

すみれ保育園の林です。自己肯定感っていうのか、自分が

好き、今のままの自分でいいんだよっていう本当にそういう

ところを大切に保育はさせていただいていると思うので、本

当にこれに参加させていただいて、これで保育園の役割は何

かなって思ったときに、こういうところの種まきをするとこ

ろが保育園の役割なんだなっていうのを改めて今感じている

ところです。でも本当に自己肯定感は本当に基礎の基礎なの

かなっていうのは日々感じております。 
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心の教育の聞き方っていうところがもう少し何か。 

そうですね、ちょっと思い浮かばないんですけど。 

自己肯定感って自分で育むというよりも、やはり他から認

められる必要があり、家庭での教育をまず突き詰めれば、親

の育て方です。認めてあげるとかが大事だと思うんですよ。

市民とか保護者に、あなたのお子さんに自己肯定感というと

り方が難しいかもしれないけども、自己肯定感を育むような

育て方をしてますかっていうのも大事だと思いますね。学校

で大事にするけど、家庭でもっと大事にしてほしいですね。

親には、しかも小さいときから。でないと自信のないことが、

つい頼ってしまったり、自立が遅れちゃったり。 

今、小学生や中学生で、自分が好きだっていうふうに感じ

てるお子さんがどれぐらいいるのかなっていうのは、思うと

ころはあるのかなと聞いています。 

自分のこと好きですかって、もうちょっとストレートかも

しれないけどね。 

もう少し具体的に自分がこういうところが気に入らないな

とか、自分を見つめる、好きですかと一緒に。いいかなと思

うのと、みよしでこどもを見ますと、みよしがふるさとにな

りますよね。そうすると、そこで親が、みよしでよかったと、

保育園とか、そこでいろんなことを学んだと、親が納得して

こどもにその気持ちが伝わって、本当に大事な幼児のときは

親が安心することがすごく大事なことだと思います。 

ダイレクトに自分のこと好きかって聞いてもいいし、プラ

ス自由記載でどんなとこが好きですかを書いてもらう、認め

られた経験がありますか、どんなことで認められましたか。

給食を全部食べられて先生に褒められましたかとか。認めら

れたというと難しいかも、褒められたことはありますかとか。

そうすると、給食でこういう接し方をしたら、こどもは喜ぶ

んだなとか、分かりやすいというか、何か率直なこどもの素

朴な意見って大人は見落としがちなんで、こんなことで褒め

られると喜ぶんだっていうのが、分かるといいなと思いまし

た。 

こどもの質問は、大人は市民にも確かにこどもを褒めてい

ますかとか、認めていますかとか、そういうのもあるといい

かな。認められたりとか褒められたりすると、やる気になっ

て自分の肯定感が高まるし、やらなきゃいけないことも多い

から宿題をやったのかとか、あれをやったのか、結構怒られ

ることも多いと思うんですけど、学校に行っているだけでも

偉いよとかそういうふうに、ちょっとしたことでも褒めてい

るとかそういうのを聞くのもいいかと思います。 

やはり褒めることもね、育てるときに大事だし、やはり叱

ることっていうのも大事ですから、褒めると叱るのバランス

が取れた子育てをしてますかとかね。褒めてばっかりでもあ

れだし、叱ってばっかりでもいけないし、そこら辺は難しい

ですけど。 
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ちょうど、園便りのところで、研修を聞いた後に、ありが

とうは最高の褒め言葉だよっていうのを載せたんですよ。や

はりありがとうって、なかなかこどもに言わないことがあり、

でもありがとうっていう意味の中で、やはりこどもは人の役

に立ったなとか、そういうことも感じるっていう話があった

かなと思うので、質問の中にこどもにありがとうと言ってい

ますかとか、そういう具体的な質問があってもいいのかなっ

て。なかなかありがとうって当たり前のことやっていても、

言ってくださいねってこっちは言うんですけど、なかなか自

分のこどもに言ってるかなって言ったら、なかなか言えてな

かったなとか思うので、感謝の気持ちとかそういうところを

こどもから言われるだけじゃなくて、こどもにもちゃんと伝

えてるかっていうような問いもあってもいいのかなって感じ

ました。 

アンケートをすることによって親がどきっとしてそう思え

るかもしれないですし。 

そうですね。どこかアンケートを協力していただける園が

あればありがたいですけども。今、いろいろ方々から協力し

てもらったり、褒めてもらったりとか声かけてもらう機会を

増やすために、市民の方々にどれだけ、園とか学校とかに入っ

ていただいて関わっていただくかっていうことが一つあると

思うんですけど、今回気になることが市民の方々があんまり

協力できることがないと回答していらっしゃるのですけど。 

市民の方っていうのは今回の中学2年生の親ということで

すか。 

別です。 

別の話ですか。そうですか。私、いきいきクラブに入って

いるんですが、黒笹小学校に和の体験のことで竹馬作りを

行ったり、折り紙をやったりして触れ合う、北中学校の生徒

さんが黒笹公民館にみえて、いきいきクラブ、お年寄りと交

流するというのがすごく盛況でして、若い人に会って風船バ

レーボールしたり、トランプをしたり、ゲームをしたりする

時間があるんですけれども、中学校の生徒の様子がよく分

かったんです。向こうの中学生も分かったと思います。だか

らそういう交流が少しでもあるということがお知らせした

かったです。 

その話がどこからか聞こえてこないと駄目ですね。本当に

住んでみえる方がそういうのがあるんだって。 

いきいきクラブの組織に、学校側から依頼がある。それで

そこで受ける人がそこに。 

やり方としてはそういう方向でもいろんな方に協力して

入っていただくことは可能であると。 

そうだと思います。あとはボランティアで家庭科の授業に

行ったりしてやってますよね。小学校の方に。若いお母さん

も図書のボランティアとか、人数は分からないのですけれど

もそういう話は聞きます。 
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園とかってボランティアが入ったりするんですか。 

ボランティア自体は園に入ってもらうっていうことはない

かなとは思うんですけど、私もコロナ禍で本当に地域とのつ

ながりがなくなってしまって、なるべく地域との関わりをっ

ていうところで、今年度すみれに来たときに地域の方に声を

かけて、なるべく交流ができるようにって言って、今みたい

な感じで今度、1月にいきいきクラブの方と交流ができるよう

に計画をさせていただいています。この前、三吉小学校の学

校運営協議会に行かせていただいたときに、本当にそのよう

な地域コーディネーターの方が間に入っていただいて保育園

との交流ができたもんだから、その関係で学校でそれもでき

るといいみたいな話になって、煮詰まってはいないもんだか

ら、今回は保育園といきいきクラブとやらせていただくので

すが、その運営協議会の中に福祉施設の方もみえたもんだか

ら、本当に学校で地域のいきいきクラブの方とか、保育園児

あと福祉施設の方とか地域の方が来て何かできるといいねっ

ていうような話は、三吉小学校で話題に上がっていたので、

そんな取り組みがあるとまた違ってくるのかな。 

地域という点では、コミュニティスクールを進めていくこ

とで繋がりがいろんなところで出てきますね。 

そうですね。出てくるのかなっていうのはすごく思いまし

た。 

中学生が保育園に行ったりしていますか。 

家庭科の授業の一環で、あと中学生も夏祭りとか行政区の

フェスタとかね、いろんな行政区でボランティアとしてお手

伝いをよくしている。手伝ってくれた生徒を行政区の区長さ

んの代表の名前で推薦してくれます。三丘賞といって、今日

もありがとうということで表彰したんですけども、こどもた

ちが本当にもらって一緒に写真撮るときに、にこってするん

ですね。あれも自己肯定感に繋がる、自己有用感に繋がるな

と思って、いいなと思って結構やっていますけど。いきいき

クラブっていうのは市でどこにもある体制、組織ですか。行

政区ごとにいきいきクラブはあるものですか。 

全部はないんですよ。 

組織の人数としては多い、少ないやっぱりありますよね。

要は老人クラブ。北中は結構長いことやっているんですよ。

北中生が敬老会に行って何か出し物をしたりして、そういう

交流はいいなと思って。 

そうですね。でもだんだんと運営してる人員が高齢化に

なっていまして。停滞気味なのですけどいきいきクラブは、

若い人が入ってこないので、でも人数は多い所と少ない所と。 

だからいきいきクラブにも入りたくないっていう老人の

方っていうか、高齢の方も現実にいるってことですね。 

多いですね。 

多いですか。 

働く年齢層が高齢化してるので。芸術とか文化もそうです
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けど、そっちに地域の方に入っていくっていうのは難しい。 

確かに60、65定年でこれからさらに、減っちゃいますよね。 

いきいきクラブの会員が新しい人が入ってないっていうの

はよく聞きますね。 

そういう人たちと交流を盛んにすることが、ふるさとみよ

しを愛することであって、ずっと住み続けたいと思うと思う

んですよ、こどもが。こどもってやはり核家族で、本当にあ

のファミリー中心でやっているけど、そういう地域とか高齢

の方でも、これから生涯教育とか、もっと大きく言えば、学

校教育じゃなくて社会教育をもっと充実させる、大人も学ぼ

うよ。こどもだけじゃなくて、一緒に。そんな取り組みが広

く出てくれば、ずっとみよしって魅力あるまち、住み続けた

くなるかなって思うんですけどね。大人も学べる場、確かに

忙しいのは分かるんですけど。 

いきいきクラブと同じ感じで、中学生はジュニアクラブ、

小学生はこども会がどんどん縮小されて、保護者がボラン

ティアでどうしても役員をやるんだけど、それもなくなって、

どんどん減らして、そうすると行事も減って地域でやってる

ことがもうどんどん減っている現状で、かといってこれをま

た増やす方向にはならないじゃないですか、PTAと一緒で。そ

こがなくなると本当に学校を母体として、ボランティアに休

みの日に行ってもらうとかをもっともっと増やさないと、地

域を主体としたものは難しくなる。 

学校が核になるんですよ。将来的には。 

それしかないっていうか。 

学校が核になって地域の社会教育になっていくのかな。 

我が子が学校に行っていたりとか、いきいきクラブに属し

ていたりとか、どこかに属していてつながりがある人だと、

何とかして参加できたりすると思うんですけど、それ以外の

人がすごいいっぱいいて、そういう人たちは学校に協力って

言ってもどうしていいか全く分からないと思うんですけど、

そういう人たちは、例えば私も犬の散歩を毎日していて、い

つも会う人とか、いつも見かけるこどもとかがいて、それで

知ってる子なんかもいるんですけど、実際にそういうことは

ないけど、例えばその子がおかしな様子だったら、あれ大丈

夫かなって思って、きっとどこかに伝えるとか、息子の部活

の試合で一宮に行ったときに、朝だったんですけど、雨の日

で、朝の駐車場の室内でしたけど、何か片隅に座っている女

の子がいて、明らかにおかしくて、おかしいと思って事務所

の人に言ったら、連れて行ってケアしてくれたと思うんです

けど、いろいろ市民の人がいろいろなところに意識をもって

いる。何かおかしいなと思ったら、どこかに伝えるとか、知

らんふりをせず、みんなで見守っていくっていう意識があれ

ば、地域がつながっているっていうことになるかなと思って、

その意識作りを市民にどうやってしていけばいいかはちょっ

とわからないんですけど、実際にそういう学校とかの活動に
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入れない人もうそういう意識でみよしを守るみたいな。こど

もだけに限らず高齢者とかでも、そういう意識をもつように。

何とかなっていけるといいなって思うんですけど。 

ありがとうございます。またその辺も考えていかないとい

けないかなっていうことで、一応今、共育・協育っていう言

い方をして、少しずつ広まってきてはいるので、それをもう

少し具体的にこういう活動で、今やっていることは実は協力

していただいていることだよっていうことを気づいていただ

けるような方法を考えていかないといけないかなとは思って

いるところで。 

難しいですよね。市民の周知、保護者であればね、絆ネッ

トっていうのがあるけど、みよし市でLINEができました。で

も公式LINEですよって言ってもまだまだ入ってない人が多

い。もうそれがもう、半強制的に入りましょうみたいになる

と、チケット500円あげますよとか、そうみんな入るかもしれ

ません。そういうので周知していくとか。だから、もっとす

ればよい手段だと思うんですよ。広報で配るとか、いろいろP

Rして何か。 

質問してもいいですか。この地域学校協働活動っていうの

は具体的にどんなことをやるものでしょうか。 

今、アンケートの選択肢として掲げているような具体的な

活動になります。 

大きく言ったらコミュニティスクール。 

はい。地域学校協働活動という言葉も今回のアンケートで

あまり浸透しない中で出してしまっているんで。 

学校の先生たちの回答は多いので、浸透してきている状況

ですかね。 

では、資料3のところで、今の話も踏まえてですけど、基本

理念と人間像と3本柱のとかいっぱいあって、それも10年前に

作ったものなので、やっぱり今後時代に合わせながら、今の

アンケート結果も踏まえながらもう少し市民にわかりやす

いっていうところもあり、変えていきたいなっていうことで、

今二つ、言葉を考えて出させていただいています。A案が共

育・協育って言葉を入れた感じでちょっと短めに書いてある

と、Ｂ案はこれからの時代に合わせて子どもたちが、大人た

ちもそうですけど、学んでいくことであったり、つながり合

うことであったり、それからウェルビーイングって言葉も

あったのですけど、幸せとか生きがいを感じてもらうってい

うことで、Bはそういったメッセージを入れ込んでいる感じで

す。とりあえずA案・Ｂ案どちらがいいですかってことが一つ

あるのですけど、今この状態でどっちかっていうよりはもう

少しこう変えてこっち寄りがいいとかでもいいので、ご意見

をいただけたらなと思います。 

これからウェルビーイングっていうことで大村先生がおっ

しゃっていて、これってとてもいいって、これがもう今後も

なくならなければ、このA案にウェルビーイングっていう言葉



 

 

 

 

事務局・多治見 

 

都築副委員長 

 

事務局・多治見 

 

清水委員 

 

 

 

 

 

 

 

鈴木睦委員 

 

 

 

 

山岡委員 

 

 

 

 

 

 

 

林委員 

 

 

 

 

 

事務局・多治見 

 

 

 

 

 

 

 

 

を付け加えるのも一ついいなと思うし、あとずっと住み続け

たいみよしのまち創りをするのであれば、例えばふるさと郷

土の郷に育で「郷育」とかというキーワードをいれてもどう

かと。 

「きょういく」が３つ入ってくる形ですね。読み方によっ

ては。 

ふるさとのよさを知るとか、なくてもいいんですけど。ウェ

ルビーイングはいいなと思います。私はA案。 

ありがとうございます。順番にお聞きしてもよろしいです

か。 

私は、これは市民に掲げるものと思うと、Bの方が分かりや

すいかなというか、その協育・共育のなじみがない人もいる

かもしれないと、そのBが分かりやすいかなという気はして、

Ｂを推しますが。さっき言った自己肯定感みたいなのを、そ

ういうものを含めるといいかなと思うんですけれど。みんな

が自分らしく、自分を大事にしているってことになると思う

ので、自分らしくっていうような感じのことをどこかに入れ

るといいなと思いました。 

私はA案の方を推します。協育と共育、この字を見て1人じゃ

ないんだと、自分がこのみよしで子育てをしている親が、1人

じゃなくて、ともに誰かに言えばとか、そういう広い思いが

ある言葉だなと思うので、こちらでもいいかなと思います。 

私はA案かなっていうのを感じたので、こっちのページに

も、送り仮名があるのですけど送り仮名があるといいかな。

すごく読みやすいというか、何て読むんだろう。共育の方を、

やはりそこでつまずいちゃうっていうのもあるので、ひらが

ながあるのがいいかなと感じました。B案は、この目指す人間

像の通り、同じような単語だとか説明が入っているので、ど

うしても協育・共育でこどもと関わったりとか市民と関わっ

たりっていう感じを推している感じが今までもあるのでその

単語が、それを最初にもってきてもいいのかなと感じました。 

私もA案で、基本理念っていうところなので、大きく捉えて

もいいのかなっていうところで、みんなでつながってみんな

で心豊かにっていう、本当に1人じゃないよ、みんなでってい

うところが分かりやすいのかなっていうのは思いました。で

も、さっき言われたみたいに、これが市民目線でするとどう

なのかなって今意見を聞いたときに思ってしまいました。 

最初は、こんなみよし市にしていこうとか、こんな社会に

していこうっていうような感じにしようと思ったんですけ

ど、教育振興基本計画なので、人を育てていくってことであ

れば、こういう人にしていこうっていう方がいいかなってい

うところで、対象を人にしたっていうところがあります。育

てるとかにしようと思ったんですけど、何か市がやるみたい

な感じの印象を与えてしまってはいけないと、みんなでやっ

ていこうって意味で、こうやってやると育っていくよねって

いうことで育つにしました。あと協育・共育の説明がやはり
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必要かなってところも意見あったので、これだけだとどうい

う意味かなってところもあるんでその辺の補足は入れないと

いけないかもしれないなと思いました。ありがとうございま

す。 

ここで決まらないと思うので、目指す人間像のところに話

を移させていただくんですけど、自ら学びってところが重

なっているところがあって、実は基本理念と目指す人間像を

つながってるよっていうことを言いたかったのもあって、同

じ言葉を残しているところがあります。特に自ら学びってい

うのは最初に書いているのは、小学校中学校で身に付けさせ

たいなというところなんですけど、次が大人になってから、

身に付けていけるといいかなっていうところで、最後がそれ

を支える地域であるためにこうしていくといいっていう感じ

でちょっと分けて書いているんですけど、こうやって分けて

書いてあることについてはどうですかね。 

これを分けたってことですね。 

そうですね。今まで一文で書かれていて、でもあんまり具

体的でもない感じのところもあり、ふるさとみよしを築きっ

て言うのも、みよしを離れて頑張る人もいるみたいなところ

もあったので、あんまり築きを限定しない方がいいのかなっ

ていうところもあり、ちょっと広く今回はみよしという言葉

を外してるところはあります。 

市長のマニフェスト、目指す都市像で挑戦し続けるまちづ

くりってありますね。人が輝いて、それにもちょっと関連し

て、この間、集会でこどもたちに話したのは、うちの学校も

挑戦というのが校訓なんですけど、ともに挑むで「共挑」と

いう言葉を造語で作ったんですね。共に挑む、共に挑戦する。

共挑しあう。なかなかよい言葉かなと思って。そんなことは

ないんですけど、造語なんですよ。協育も造語なんだけど、

築くってことはともにふるさとみよしのために。 

1人じゃないんだよっていうメッセージですよね。 

そう、ともに挑戦っていいなって。特に若いみよし市は。 

それはこどもたちだけじゃなくて大人にも。 

分けることは分かりやすいかなと思うんですけどね。一文

じゃなくてね。その中でさっき清水さんが言われた自己肯定

感につながる自分らしくとか何か、自己肯定感という言葉。 

一番下のふるさとの魅力ですが、ふるさとっていうとやは

り柿・梨・ぶどうとか遺跡とかそういう何だろう、人ではな

いものを想像しがちで、この三つ目が、人以外のものに重点

が置かれているような気がしてしまうのと、さっきも言った

自己肯定感みたいなものを入れるんだったら、自分も他人も

大切にするっていうような感じのことを入れると、自己肯定

感ってばっかり言っていますけど、大事なことだと。 

土台になると思います。基本理念と目指す人間像、どちら

でもいいから入って来るといいですか。それともどっちかに 

そうですね、自己肯定感っていうよりも、自分も他人も大
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事にするみたいなそういう、学びだけに限らず、そういう姿

勢っていうか。どんな分野であれっていうのが大事だなと

思ったので。 

はい。順番にお聞きしてよろしいですか。 

今目指す人間像の中にふるさとの魅力を知り、そのふるさ

とは別に産地が柿がすごいとかそういうことではなくて、カ

ヌーがあるとかそういうことではなくて、自分が生きてきた

そこで、歴史、自分の生きざまみたいなのがみよし市の中で、

すごいよかったと、それを魅力に感じて愛着をもってよかっ

たよという、伝統に繋げるというか、だからみよしに住まな

くても、外に出て、みよしはよかったと。だからふるさとの

魅力っていうところの解釈っていうか。 

このままだとそう何かうまく伝わらないかも知れない的な

ところはありますか。 

みよしのふるさとといえば、カヌーだとか、それは知って

いますかとかそういうことばっかりで、このまちはどうやっ

て、それが生まれてきたのかとか、何かそういう何か歴史、

その瀬戸物とかなんかばっかりじゃなくて、瀬戸物がなく

なったあともみよし市の歴史とか、そういう古いものも大事

なんですけれども話は違いますが、前はこうでこうなってき

たのでその前はこうなってきたとか、上から下がっていく歴

史教育は地域のことを知る上で大事じゃないかなと。愛知用

水ができた、農業が盛んになったとか、以前のことをふるさ

とを考えるときに取り上げて話してくれればいいかなと思う

んですけれども。話がずれていますけど、ふるさとの魅力っ

て、これでいいのかよく分からないです。 

こどもたちが対象っていうのがよいのかなと。みよしで確

かに生まれ育つ子たちはふるさとですよね。みよしが。実際、

北地区はいろんなふるさとからこちらへ、住宅建てて。 

全く違う経験をするんですね、そこから。 

そうなんですよ。だから大人の人、そういう親にメッセー

ジを伝えて、ふるさとみよしって言ってもピンとこないかな。

みよしっていう、みよしへの愛着っていうか。ふるさとみよ

しって言うと、こどもたちもいずれは出ていっちゃう、住み

続けないようなことを肯定しているような感じが。 

ふるさとじゃなくてみよしでは。 

ただのみよしの魅力で、ふるさとっていうと、もうこども

たちもいずれは出てっちゃって、過疎化が進んでいくみたい

な。そうじゃなくて、ここをもっともっと愛して… 

今言おうとしたこと、そのまま。ふるさとの魅力を知りと

いうよりもみよしを知りでよいかなと思うんですよ。就職し

て、結婚して1回離れても、また戻りたいという気持ちになれ

ばいいし、自分はそこで育ったんだよって外で話してくれて

もいいしっていうので、みよしがいいんだよってことが伝わ

ればいいかなっていう視点もあります。あと、伝統がよくわ

からないんですけど、それを知ろうっていう気持ちが、そう
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いうのを知った方がいいよってことを伝えたいのか、だった

ら何かそのみよしをみんなで育てているんだよっていうの

は、歴史の一員になるじゃないけど、みよしの歴史のそこに

住んでいたっていうだけで歴史の1人になるというか、関わっ

た1人なんだよっていう、つなぐ人でもあるんだけど、何て言

うのか分かんないけど表現が。 
大切にしていく人とか。 

伝統が重たかったですね。 

伝統っていうとどうしてもそういう。 

そういうのに関わらないとか、体育祭に例えばスポーツ祭

に関わっただけでも、大きく言うと伝統だけど、毎年の行事

に参加して盛り上げたっていうのにも貢献しているという

か、関わっているってことにはなると思うので、言い方を柔

らかくというかそういう感じです。 

三つあるっていうのはすごくわかりやすいのかなっていう

のは思いました。自己肯定感のところも本当に私もどこで自

己肯定感の最初の説明のところで自己肯定感っていうような

話もあったような気もするんですけど、心豊かなこどもを育

てるって、ここかなと思いながらでも、上にもどこかで入る

といいのかなと思いました。本当にみよしっていうところで

今現在も、本当にちょうどうちのこどもの世代が結婚して1回

離れてでもみよしに家を買って建ててっていう同級生が何人

もいるもんだから、今まで先生たちがいろいろみよし愛を育

ててくださったから、みんな戻ってきているんだなっていう

のをこれ見てすごく感じたところです。 

時間が来てしまったので、ここまでになるんですけど、今

後、今いただいた意見をもとに、また考えてみたいと思いま

すので、ありがとうございました。 

 

＜Bグループ協議＞ 

それではよろしくお願いします。取り回しは私の方でさせ

ていただきますが、皆さんも思ったことをどんどん言っても

らえばと思います。配分としては16時5分と言われたんですけ

ども、大体初めの20分間ぐらいでこのアンケート結果で気に

なったこととか、もっとこういうとこ知りたいなということ

があれば出していただければと思っていて後半の30分間で令

和8年度からの新教育振興基本計画の案に対してご意見をい

ただければと思っておりますので、よろしくお願いいたしま

す。 

では最初にアンケートについてです。先ほど冨樫さんの方

から回収率のこと、まずそうですよね、確かにそれは感じる

ものなんですけど、見られてまず気になったようなことって

どっかありますかね。お願いします。 

三好丘小学校の丹羽と申します。この冊子の8ページなんで

すけども、最初に上の表で実際に学校教育の課題として、④

番の教員の多忙化による子どもへのきめ細やかな指導が十分
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ではないというところが非常に多くて、教員という立場から

するともう本当に心が痛い数字です。 

先生方の頑張りも見ている一方、保護者がそれに対して満足

していただけない、そんな現状が現れたのかなとは思うんで

すけども、具体的にはこの5番6番7番を回答した人が4番にも

つけてる感じなんですかね。どんな手段が十分ではないのか

が分かるとまた先生たちね、こういうところ頑張っていこう

ねっていう話もできるんですが、そんなことを聞きたい 

4番を回答した人が他にどの項目でも回答したのかってい

うことが分かるともう少し具体的にどういう、どういう点で

多忙かって多分この生徒たちがまた多忙なんじゃないかとい

うことがつかめるんじゃないかということですか。 

その保護者が何を望んでらっしゃるのかが、もう少し具体

的に分かるといいなと思いました。 

ありがとうございます。これに関連することでも結構です

が、いかがでしょうか。 

今の同じ項目のところで、8番で道徳教育や心の教育が十分

でないというところに書いた保護者は9%ということは充分

だって人の方が多いっていうふうに考えていいんでしょう

か。そういうことですよね。それなら納得は多少いきますけ

ど、保護者もやっぱり道徳教育は関係ないとしても、心の教

育っていうのは保護者も一緒になってやらなきゃいけないこ

となので、学校教育にだけ求めてったら、ちょっとお門違い

だなと。以上です。 

さっきの共通のじゃないですけど、数を多分絞っていると

思うんですよね。それがいいか悪いかっていうと、先ほど大

村先生も言われたけど、実際思っていることが全部反映され

ないんじゃないかっていうようなことも言われるのももっと

もだと思いますし、また違った見方をすると、例えば、さっ

きの教員のでもはっきり全部大切なんですよね。極論からあ

れが全部100%じゃないとおかしいと思うんです。でもそうい

うふうになっちゃうと、みんなそうやって思ってるんだなっ

て終わっちゃうもんですから、みんな思うんだけども特に大

切だと思うのはこれだっていう軽重が分かるっていう意味で

は数を絞る。それがいいか悪いかといえば別なんだけど、そ

う考えたときに今回の今の8ページの上の表も数を絞ってい

たとしたらいくつか課題だと思う中でもやっぱりこれが課題

じゃないかっていうものを優先してやっている部分があるん

で、十分ではないというのが9%なんですけども、そう思って

いるから9%あるんですけども、もう十分であるっていうのが9

1%かっていうと、と微妙ですよね。 

91%だと、いいことですけどね。 

そうですよね。ありがとうございます。 

図書館協議会の平山です。20ページのところなんですけど、

読書推進のところを見ると上の段を見ると本が好きか嫌い

かって好きかどうかっていうアンケートを見ると、大変好き
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どちらかが好きっていうこれ二つ足すとそんなに大きく変

わってないと思うんですね。令和4年と令和6年。市民、小学5

年生、中学2年生、全部それぞれそんなに変わってないと思う

んですが、その下の段のサンライブに行くか、サンネットの

図書コーナーに行ったかっていうところを見ると、10回以上

行ったっていうのはかなり下がっていて、さらに図書館に行

くことはないっていう項目があって、これ令和4年は全くない

ので、項目がなかったのかちょっとその辺がちょっと分から

ないんですが、非常に多いなって思うんですね。図書館に1年

間に1回も行ったことがない。あんなに立派な図書館があるの

に、その辺は図書館の努力が足りないのか、よく分からない

んですが、あと小学5年生と中学2年生は学校に図書室があり

ますよね。そちらの方に行ってらっしゃればまた話は変わっ

てくると思うんですけれども、その辺がどうなっているのか

なっていうのを知りたいと思います。あと11ページの方を見

ると、学校の施設の中で、下の表が二つあって、下の表を見

ると4番に図書館の本を新しくしてほしいという項目があり

ますよね。改善してほしいことで小学5年生の方は38%で結構

高いような気がするんですね。毎年、学校の図書室で本を買っ

てらっしゃいますよね。だからそのこどもたちの要望に合っ

た本が買われているのかどうか、その辺も含めて、何かちょっ

と気にはなりました。有効に学校図書室が活用されてればい

いんですけれども、市の図書館に来なくても、遠い子は来れ

ないっていうのもあると思うので、その辺が気になります。 

そうですね。距離のことは確かにあるかとは思います。た

ださっきの一つ目の20ページの図書館に行くことはないって

いうのが、前回令和4年度は選択肢がなかったということでこ

ういう形になっているんです。あとはなんかすごい人の流れ

というかありますか。 

図書館に行くことはないというのが前回なくて今回入って

そこの数値的にね、大きな数字が上がっているわけで、実際

お子さんたちにいろいろ習い事をしていて、忙しくて来られ

ないっていうのと、物理的にサンライブという建物まで、な

かなか遠い子は来られないんですよね。三好ヶ丘駅前にもあ

のサンネットがあって図書館であってっていうのはやっぱり

物理的な距離の問題は当然出てくるのかなっていうのが一つ

なんですよ。ここでちょっとアンケートの取り方をどうする

かっていうところもあるんですけど、今電子書籍っていう皆

さんのタブレットね、小中学生の皆さんも持っているので、

それも含めて、図書館の利用というような質問に変えるとま

たこれはだいぶ変わるのかなと。あくまでこれ物理的にサン

ライブに行った事があるかとかいうような質問なので、もう

ちょっと変わるのかなというところはちょっと。 

そうですね。今言われたように、タブレットを子どもたち

が1人1台タブレットを持っていて、そこからサンライブの本

にアクセスじゃないけども、閲覧ができるようになると、質
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問内容もサンライブに行ったかどうかっていうよりも、サン

ライブにある図書を借りたか、読んだかとか、そういう内容

にも変わってくるのかな。読書に親しむっていう視点になる

かなと思います。もう一つ、学校の図書館の本って、今、本

の購入についてはいろいろな人の声っていうのはどんなふう

に。 

本校のことしかちょっと分からなくて申し訳ないのです

が、蔵書率が100%を超えていると、予算があまり十分来ないっ

ていうのがあって、今一生懸命古い本を廃棄しておるんです

けども、本校は130%以上あるので、ずいぶん捨てなきゃいけ

ない。その精選に教員とか司書補助さんが力を注いでくだ

さっているんですけども、もう一つは今まではPTAの予算でこ

れだけは図書費で使っていいよっていうのがあったんですけ

ど、最近PTAの予算をそういう学校の書籍に充てるっていうの

がどうなんだっていう風潮もあって、なかなかPTAさんにもお

願いしにくい状況が出てきて、なかなかいい本が増えないっ

ていうのがあるのかなと思っています。 

ぜひ増やしてあげてほしいですね。 

蔵書率というのがあって、これがその学校のこどもの人数

に応じているんですね。その児童数によって耐えられるか適

切な図書の冊数かどうかっていう、昔は1000人を超えてたよ

うな学校だったのが今は423人。これで当然蔵書率がどんどん

上がってきますよね。もう十分過ぎるだろということで。だ

から逆に蔵書率が低いところを優先しているのもあるので、

それこそもう古い本ね、逆に蔵書率を100%切っちゃうと、県

の方から指導が入っちゃうので、どうなっとるんだっていう。

切ることはできないんですよ。なので上手いことね、廃棄に

するというか古い本は思い切って処分して、その分きちんと

ね、予算を市の方から付けてもらって、100%を切らないよう

に、しかも新しくこどもたちが興味がある本をということで、

多分子どもたちから希望をとったり、司書さんとも希望を

取ったりして、どの学校もそういう形でやっていると思いま

す。 

難しいですよね。古い本でもいい本もいっぱいあるし、そ

こがね。ありがとうございます。 

ありがとうございます。他にいかがでしょうか。鈴木校長

先生は何か気になったことはございますか。 

三好高校の鈴木です。県立高校なので、基本県の方針に基

づいてやっているんでちょっとこれを見ててちょっとずれが

あるというかなんかちょっとやっていることが全然違うので

あれなんですけど、気になったのはアンケートの結果の12

ページの部活動のところで、保護者の方も中学生の生徒さん

も結構もっと部活やりたいなというような意見が結構多いん

だなということが分かりました。というのは、今おそらく義

務教育はもう数年の間に部活を手放して地域移行していくと

いうことが進んでいると思うんですけど、県立高校は実際何
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年後に地域移行やりなさいってことになってないんですよ。

だから、これから多分ちょっとねじれた構造というか、義務

教育は地域に手放してくんだけど、高校は部活動という。だ

から高校としてはこれから3年4年すると部活動じゃないとこ

ろでスポーツとかそういうことに関わってきた子たちが高校

へ入ってくる。高校は部活動がある。本校のようにスポーツ

科が関わるような学校ですと、スポーツ科に来る子たちは基

本、ある意味部活をやりに来ているというか、その部活の専

門で来ている子が多いので、これだけ部活頑張りたい子がい

るってことは嬉しいことだと思うんですけど、こういう保護

者や生徒さんの思いと、地域移行してその現場の先生方の考

え方っていうのは、ここに先生方がアンケート結果で何か全

然違うのが出てくると、またこれもちょっとなと思うので、

出しにくいと思うんですけど、どういうふうに動いていくの

かなという。この数字だけ見ると、学校の部活をやってほし

いみたいな意向というのは結構強く色濃く出ているんじゃな

いかなと思うんですけど、実際の動きはだんだん地域に手放

す。でも地域に手放していく中で、多分大きな問題点は、行

政とかそういうところが指導者の確保をどうしていくんだと

か、どういう活動していくんだということがすごく大きな問

題なってくると思うので、ここでいう教員と指導者の指導方

法についてというのはまたその次に出てくる問題じゃないか

と思うんですけど。大部分は、保護者の皆さんも部活やなん

か、スポーツはしっかりやってほしいなというふうに思って

いるのかなと思いました。ただ、うちの学校のような関わり

方としては今、スポーツ科があるので、実はその地域連携ス

ポーツ講座ということで出前授業みたいなことを保育園さん

とか小学校さんとかそういうところから依頼があれば、例え

ばラグビー部が行って園児と一緒にタグラグビーでスポーツ

を楽しむとかそういう活動をやっているので、そういった地

域貢献とか地域にスポーツとかそれこそ普及していくような

活動っていうのはこれからもどんどんやっていくべきという

ことは、あらためて結果を見て、うちのような学科は県内で1

校しかないので、スポーツ学科はそういう学科を持っている

学校としては、地域にそういう貢献の仕方っていうのはこれ

からもっと大事になってくるんだなというふうにいうのがこ

の数字から見えるなと思いました。 

はい、ありがとうございます。そうですね。中学校の現場

でもやはり部活動をもっとっていう声、親の声、こどもの声っ

ていうのはすごくあってですね、こっちもやりたい気持ちは

ねたくさんあるんだけど、みよし市だけの問題じゃないので、

なかなか難しいですよね。実際、今までは地域移行という言

葉で言われたのが、数日前に「地域移行」でなくて、「地域展

開」っていう形で言葉が変わりました。実際は当初の予定で

は令和7年度末をもって土曜日、日曜日の休日の部活動は、地

域の方でというような形で、平日はまだ全然。不透明で、し
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ばらくはまだ学校の方でやっていく形になると思うんですけ

ども、ただ本当にすぐ校長先生言われるように地域の方へと

いうふうに言われるんだけども、それを指導していただける

方の確保っていうのがここ数年ちょっとずつやっぱり増えて

きているんですけども、まだまだ学校から完全に離れるかっ

ていうと、ちょっと難しいよねっていうことですね。 

みよし市さんの方でいろんな部活で、スポーツ関係の方に

も出させていただくんですけど、みよし市さんが上手にやっ

ているのは、カヌーの展開は上手だと思います。みよし池が

あるので、うちもカヌー部がありますし、広報さんもあるん

ですけど、カヌーの専門の本校のOBがやっているので、聞く

とやっぱり協会がしっかりしてるので、大会もスプリント大

会でも本当に中学生から社会人までみよしにゆかりのある豊

田地区でもゆかりのある方が一堂に会して競技をやって、練

習なんかも土曜日とかなんかはクラブチームで中学生も高校

生も一緒にしているということで、そういう取組はカヌーは

とても上手に、もちろん協会がしっかりあそこにあって、い

ろいろと取り回しされているのでそういうスタイルがうまく

できると、いろんなスポーツが市でも普及するのかなと思う

んですけど。 

そうですね。今受け皿として受けていただけるというとこ

ろは本当にありがたいなと思います。文化部の方でもね、冨

樫さん、文化協会の方でちょっと状況をお話してもらっても

いいですか。 

はい。文化的な部活の方は、何か文化協会に丸投げってい

う形ということで、課長もみえますし、だったら土日をサン

ライブとおかよし交流館を使って、最初の出だしがちょっと

うまくいかなかったんですけど、この10月14日が1回目の希望

を今、多分流してもらってて、人数が出てきたら、絵画が何

人、彫刻が何人、踊りが何人とか、普段経験したことのない

のでも全部文化協会にある部会の方で挙げていって、どれに

どれだけの人が来るか、今ちょっとそれを見てから今後どう

しようかっていうのを続けていけるのかなっていう。それを

見ないことには生徒さんがどういう希望をもっているか、運

動部の人でも全員が全員、スタメンで出ないので、選手では

ない人、ただ1年2年の人でも、今日は部活がないから、例え

ば絵を描きに行ってみようかなとか、そういうのも自由に入

れる。開かれているときに入って来られる状況にして、回っ

ていくとうまくいくんじゃないかなと思っているんですけ

ど、まだ本当に初めの一歩を飛び出してみないと、何とも言

えないところですので、でも頑張ります。はい、私が頑張っ

たところでどうしようもないんですけど。 

今回、このアンケートで部活動に特化したような形でね。

部活動もう今ね、もうできることがだんだんと限られてき

ちゃうもんですから、部活動っていう枠じゃなくてこどもた

ちが休日に活動できることというふうで、その一つの部活動、
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それから文化協会が開く文化講座だとか、自分たちがどんな

ことをやりたいかっていうことを、興味をもてることに取り

組めるような、そういった形で持っていくのが今目指してい

ます。 

今日のメインはこの次の二つ目になるんですけども、先ほ

ど多治見先生が言われた次回の教育振興基本計画の案につい

てです。大きなところから順番にご意見をいただけたらと思

うんですけど、まず一応、0からだと議論も難しいと思うので

市としての案をつけさせていただきました。このスライドの1

3ページ。一番大元ですね。基本理念っていうところが一番の

大元になります。今現在が学ぶ楽しさで人と人とをつなぐと

いうのが基本理念なんですけども、令和8年度からの新教育振

興基本計画の基本理念ということで、A案、協育でつながり共

育で心豊かにいうA案、それから。自ら学び、つながり合うこ

とで生きがいを感じる人が育つというB案というものをお示

しさせていただきました。これについて何かご意見だとかA

案、B案のそれぞれの賛成意見でもいいですし、A案だけども

もう少しこういう部分は必要かなとか、そういうプラスアル

ファの考え方でも良いですし、思ったことがあればご意見い

ただければと思っています。いかがでしょうか。 

質問を兼ねてますけど、基本理念を一番知っていただきた

いっていうのは市民ですか。市民全員ですよね。 

内容は教育プランなんですけれども、対象は小中学校の保

護者とかこどもたちだけじゃなくてやっぱり市民です。 

市民ですよね。地域を巻き込んでってこと。そういうこと

になると、あんまり活字ばっかでないものがいいかな。A案B

案どっちかって言われていますが、もっと何なんだろう、ピ

ンポイントでぱっと見て、目に入る。活字が苦手な人もいる

ので、もっと何か、パッと見てわかる、目で見てわかるもの

がいいかなって一瞬思ったんですが、だから協育と共育が

ボーンと来て、つながりとか、心豊かにっていうのは、それ

に付随してくることがあるので、私はB案だと長すぎてこれ全

部読まないと最後まで読まないとわからないということを感

じるので、このAかBかって言われたら、A。ただしもっと図案

的に何か心にポンと飛び込んでいくものが欲しいなと思いま

す。 

ありがとうございます。関連資料でも結構ですがいかがで

しょうか。 

これに関わったことはないんですけども、こういった一番

大元のものを作るときに最近よく言われるのが、キャッチー

だなっていうことはよく言われますよね。だからそういう視

点も必要と思いますし、富樫さんに言われたように、例えばA

案にしろＢ案にしろ、どっちかになったとして、これが令和8

年度から続くじゃないですか、令和8年度から10年を基本にや

るんですけども、途中でみよし市教育振興基本計画について

の基本理念って何ってポンと聞かれたら、答えられるかどう
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か、言えるかどうかっていうところがね、 

特産品って、柿・梨・ぶどうって言っているような感じで、

教育って言ったらポンと出る言葉がいいかなと思うんですけ

ども、協育・共育っていうと本当にすごく一般市民の人は難

しいっていう思いが多分、自分たちには関係ないかなって言

う人たちが結構。高齢化していますしね。ワンチームみよし

とか、なんかそういうような。何かそういうフレーズでポン

と基本理念を持ってきて、それって何ってなったときに、

ちょっと分かるようなものの説明が書いてあるのがよいかな

と思いますけど。これは個人的な意見です。 

心に残る、インパクトのある心に響く言葉、だからニュア

ンスとしてはB案のような、コンパクトなのでもっとオーバー

にできないかっていうかね。一つご意見出てきました。いか

がでしょうか。自分としてもちょっと気にしているが、この

協育と共育が万人に、さっき説明があったけど協育・共育っ

ていうのは、自分たちはずっと関わっていくと分かると思う

んですけども、これを例えばお子さんのいないような市民の

方々が、字は違うけど何が違うのっていう疑問はやっぱりも

たれると思います。これそういう部分は別のところにきちん

と注釈じゃないけども、説明は要るかなということを思いま

す。 

みよし小学校は草取り作業に、いきいきクラブさんに来て

もらったりしているんですけど、やはりその方たちにも、み

よしはこうだっていうのがわかるようなものにしていただく

と地域の協力をもっと得られるんじゃないかなっていう気が

します。 

みんなで育てようって。 

そういうの何か募集してもいいかなと。 

分かりました。A案、もう少しだけコンパクトにする。おお！

とかって思わず声が出るような。 

何かふと浮かぶといいんだけどもね。そういうのみえるん

じゃないですか、みよし中探すと多分 

優秀な人が多いですからね。 

では二つ目になりますけれども、今度は市の目指す人間像

についてになります。今が生涯にわたって自らを磨き続け、

仲間とともにふるさとみよしを築き、よりよい時代を作り出

すと。ちょっと長いですよね。それをちょっと部分部分にわ

けて三つですね。この自ら学び、～～できる人。社会や地域

と繋がり～～ができる人。目指す人間像だったので全部人と

いう形ですけども、三つ目はふるさとみよしを知るっていう

ふうに三つに分類したらいうような意見なんですが、これが

三つ目に関わってくる3本の柱にそれぞれ連動するような。今

度は三つの柱じゃなくて、基本目標１、２、３になっていま

すが、それぞれにつながっていくものとして案を出させても

らっていますが。いかがでしょうか。 

これも同じようなことが言えて、この言葉自体はこれでい
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いんですが、この星のところの位置になんかイラスト的に言

葉を意味するようなものを、パッと見てわかるような、イラ

スト的なものがポンと入って、自ら学び…というのが入って

くると、この三つとも。でも難しいんですけど、社会と地域

を繋がりだから、みよしの地図を持ってくるのとか、やっぱ

りこれも活字じゃなくて、目で見てわかるように。 

図だとか絵だとか、何かそういうに連動したようなものが

ワンポイントであったりするとよい。 

市の計画をやはりそれも市民全員の方に理解していただか

なきゃいけないし、分かっていただかなきゃ、まとまれない

と思うので、本当にここだけ一生懸命本当にやっても、それ

でも市民に伝わらなかったら、本当に何のために会議をやっ

たのってなるので、市民にどうしたら伝わっていくかってい

う視点を入れながら作っていかないといけない。 

さっき冨樫さんおっしゃったやつで、愛知県は教育プラン

があって、2025ってやつでやるんですけど、それの基本理念

は、「自らを高めること」と「社会の担い手になること」、こ

れだけ。それにいっぱい書いてあるんですけど、基本はこの

二つなんです。この二つの中で例えば主体的対話的にどうの

こうのとかってという話ですけど、もっと例えばこの三つが

その具体的な中身になるとか。そんなイメージなのかなと。

さっきその話を聞きながら、愛知県はなんだったかなと思っ

て、確か社会の担い手になることなんだと思ったんですけど、

そんなにやっぱり長くないです。 

そうですね。やっぱり長いと見た瞬間、おおって思ってし

まう。 

僕も個人的にはA案がいいなと思ったんですけど、同じでこ

の協育と共育っていう言葉が、僕らは教育現場にいるので、

なんとなく想像がつくんですけど、一般の市民の方となると、

この区別は何だろうっていうのが疑問になるのかなっていう

のはちょっと感じました。 

人間像を三つに分けること自体は悪くないけど、もう少し

やっぱりコンパクトに本当に要点を絞ってっていうような。 

その人間像のポイントがこれで、自ら学び～～とか、こう

いうふるさとの魅力を知りとか、そういうふうなことが、国

際的に何とかとかいろいろ出てくる。 

分かりました。あとはいかがですかね。まず人間像。 

ジャンル分けはこの三つでいいですかね。自分自身に関す

ることとか、社会や地域、それからみよしとしてのふるさと。 

最後、次の14ページのところがこれまで3本の柱というふう

に言われていた、目指す人間像を育てるためにどういうこと

を。少しざっくりとしたものがあるんですけども、何を柱と

してかっていうと、三つで、次代を担う子どもをみんなで大

切に育てる。生涯にわたって学び続ける市民を応援する。ふ

るさとみよしをつくる市民を育てるっていう。その下にもっ

と細かいのがたくさんあるので、このレベルのざっくりとし
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た大きなものなんですけども、これを柱というふうじゃなく

て、基本目標1、2、3ということで、先ほどの目指す人間像の

三つに連動したような形ですね。こういう人間像、人を育て

ていくために、どのように市としては進めていこうかという

目標になります。 

一つ目は次代を担う子どもを地域ぐるみで育てる、目標2

が、要するに生涯学習なんですけど、いつでもどこでも誰で

も学ぶことができる。三つ目はふるさとみよしへの愛着、と

いうのを三つの目標として掲げていくんですけれども、案と

してありますから、そこをいかがですかね。 

3本の柱にすると、並べたときに、無理やり並べてるんです

けど、柱にならないと言うか、というところで、目標ってい

う形にすることで、見える化をしたっていうところがありま

す。三つ目はやっぱりどうしても生涯にわたってやっていく

ことっていうところで、今これ幼年期から高齢期まではある

んですけれども、そこを柱にしてしまうと、どうしても柱っ

ぽく見えなくなってしまうっていう部分で今回目標という言

葉にさせていただいたところはあります。 

柱だとつながり、流れがない見えなくなっちゃう。 

基本目標2の主語って何なんでしょう。 

対象になるのは市民ですね。それが少し、誰がっていうの

が…次代を担う子どもを地域ぐるみで育てるのはこういう、

学校にしろ、地域ですよね。2番目は市民だね。 

市民が環境を整えていくということですか。 

学ぶことができるのは市民。環境を整えるのは、こっちか。 

行政ですよね。 

機関だとか地域とか、になるのかな。 

質問いいですか。目指す人間像と3本の柱って柱は別とし

て、このページとの関わりがどういうふうに考えたらいいか

なと思ったんですけど、基本理念は分かるんです。それで目

指す人間像、その基本理念を置いて、それに向かってどうい

う人間を育てていくかっていうのを目指す。その次の、それ

に対して基本目標。その目指す人間像に対しての基本目標1、

2、3になるんですか。 

最後のところに大まかなその体系図があるんですけども、

まず一番目に来るのは基本理念で一番大元になる。次に目指

す人間像がきます、それを達成するための。ただそうするた

めに必要な人をさせるかその下が基本目標なんだけども、

やっぱり年齢、時期によって、基本目標3のふるさとみよしが、

年齢関係なく、小さい頃からお年寄りの方まで、共通してい

ることなんだけども、基本目標1っていうのは次代を担う子ど

もを地域ぐるみで育てるっていうものなので、幼年期から小

中学生、高校生がターゲットになる。それから生涯学習です

ね、いつでもどこでも誰でも学ぶことができる環境を整え

るっていう対象が、思春期から高齢期にかけて、というよう

な年齢層に合わせた体系を考えていく必要があるのかなと。 
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ということは、これをこういうふうなものに分けたという

ことですか。 

そうです。イメージとしては冨樫さんも言われた、今、こ

れがメインの図で、これがこういうふうに変わっていくって

いう。 

この線がなきゃ、こっちの方が分かりやすい。 

そうですよね。こういうかつ活字ばっかりだと、ぱっと見

て。 

パッと見て、この赤ちゃんからはおばあちゃんまで、とい

う、図の方がわかりやすいかな。 

それも今日のご意見としてはいただいて、当然そのたたき

台があって皆さんのご意見をいただいて、他の二つの班もあ

るもんですから、総合して、よりよいものにしていくために

どうしたらいいのかっていう、元になりますので。こういう

ぱっと見て分かるという。 

特に年齢がいくと細かい字が見えにくくなってくる。絵で

話しちゃうってこともあるので。ぱっと見てわかりやすいの

が一番。文字の好きな人がね、ちゃんと読まれると思います

けど、そうじゃない人も結構いるので、なかなか活字を読む

時間がないって、畑仕事とかね、お仕事に一生懸命だと、そ

ういう人もみえるので、今お母さんたちも働いてみえる方多

いし、そういう人たちにも分かってほしいですよね。一番子

育てしてみえる方に。 

そうですよね。今のみよし教育プランっていうか、8年ぐら

い前に作ったんですけども、その存在だとか自分も中に何が

書かれているかって聞かれると、ちょっと待ってって引き出

しからぱらぱらっと見るんだけども、そういうふうじゃなく

て、今のみよしの教育プランってどんななのって言われたと

き、こういうものがね、頭の中でぱんと浮かぶ形の方が、一

番本当の目的を達成するのかなというふうに確かに感じま

す。 

時間がそろそろきますので、全体を通してアンケートも含

めて結構なんですけど、何か言い残したことだとか。よろし

いでしょうか？ 

アンケートの中で、こどもたちがトイレをきれいにしてほ

しい。 

こういう声がありましたよね。 

今、大規模改修がほとんど終わったところで、きれいにす

るのはあんたたちだろうって思うんですけど。 

古いトイレだとね、大規模改修もそうですし、今度ね、あ

る学校でもやっぱトイレをきれいにするっていう計画もある

ので。 

まだそうやれてないところ人の声だったんですかね。今ほ

とんど綺麗になっていて、生徒たちもトイレがきれいになっ

たとたんに落ち着いてきているとそれをすごい感じるんです

けど。 
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自宅よりも学校のトイレの方がきれいですよ。 

きれいですよ、本当に。 

トイレ大事ですよね。 

大事。なんできれいにしてほしいって書いてある子がいる

のかなと思ったんですが。 

そうですね。じゃ自分たちできれいにしようよってことで

すよね。 

黒笹小って市内で一番新しい学校じゃないですか。トイレ

だけは三好丘小の方がきれいなんですよ。工事が後だったか

ら。 

中学校でも本当にきれいですね。 

そういうその大規模改修というのはしょっちゅうできない

ので、12校あるんで基本36年に1回ぐらい。30年ぐらい経って

いると困るじゃないですか。そういうとこのこどもたちはト

イレもっときれいなのかなと思います。 

うちのこどもなんてもう今日トイレに行かなかったってい

うんですよね。なんでっていうとき汚いから行きたくないっ

て言っていましたもんね。小学生の頃、今はもうきれいにし

ていただいているから多分行っていると思いますけど。ビッ

クリしますよね。1日トイレに行ってなかったということが。 

昔のトイレはもっとひどかった。怖くて、それに比べたら

とてもよろしいですよね。冷暖房も本当に今みんな入ってい

ますよね。特別教室も入っていますよね。すごいみよしはだ

から本当に恵まれているし、すごいいいまちだとみんな思っ

てほしいと思うんですけど。 

まとめとしては最後に酒井先生の方にまとめを報告しても

らいますのでご承知ください。本当に今日はいろいろなご意

見ありがとうございました。 

 

＜Cグループ協議＞ 

先ほど事務局の方で説明もあったんですけど、もう一度自

分の方からも確認をさせていただきたいと思います。まず一

つ目の協議ということで、こちらのアンケートの結果分析に

ついて、いろいろご意見ですとか、教育長からもありました

けど、これから協議する中でこういったことも聞いてほしい

なと思うようなところを教えていただきたいと思います。こ

ちらを20分くらいかけて行います。その後にこちらの資料に

ありますけれども、基本理念と目指す人間像をそして基本目

標について大体10分ぐらいずつ大まかにですが区切ってです

ね、ご検討いただければというふうに思っております。短い

時間でたくさんの方からいろいろと話を聞けたらありがたい

と思いますのでよろしくお願いします。では最初にアンケー

ト結果についてですけれども、たくさん数字が並んでいるん

ですけれども、率直な感想でもいいですし、お気づきの点で

すとか、もちろんここがよく分からないなっていうことがあ

れば、どんなところからでも結構ですので、出していただき
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たいと思います。よろしくお願いします。 

アンケートについて先ほども複数回答か3つ選ぶかってい

う話が出ていたんですけども、私はこれを見ながら、令和４

年、令和6年と比べたりとかして、3つにしたから分かるなっ

ていうこともいくつかの点で出てきて、3つ選ぶとなるとこれ

を選ぶんだっていう重要性を感じてみえるなんていうことが

分かるのでそれも１つありだな。教員の立場で言うと、どれ

もこれも本当に大事にしたいことなので全部選びたいなって

思っているのも、分かるので、知りたいことによって３つで、

どこを重要と思っているか知りたいかとか、教員の意識とし

ては全部選びたくなるというのは当然だとは思うんですけ

ど、そういうふうにどのぐらい意識があるかっていうところ

で選びたいなら、いくつでもよいよっていう、単一的にする

のではなくて、何を知りたいかっていうので分けるとよいか

なということを思いました。それからアンケートの1の学校教

育に期待されているということところで、思いやりとか優し

さっていうところが基本的な知識や技能の次の段階で皆さん

選択されているっていうことがありましたので、思いやりと

か優しさっていうところを後半に議論される基本理念とか、

そのところにもっと前面に出てくるとよいかなということを

感じています。それからあと2点目は、アンケートを、前の学

識者の先生方からのご意見のところで、子どもの意見を反映

されているのだとこどもの考えを聞いてっていうところが出

てきていて、大村先生もそうやって言われたんですけど、そ

この部分が今までなかなか取り上げにくかったところであり

ますので、いろんな場面でこういう機会が生まれるようにす

るのが必要かなということを思いました。それからあともう

一点ですけれども、社会教育の立場から来ているので、生涯

学習の推進のところで、アンケートの18ページで、この1年で

体験したものは何かとか、体験したことは何かということが

出ているんですけれども、この1年で勉強とか体験したのを世

代別に見たいなと。時間ができた高齢者がたくさんなのか、

若い世代でもそういうことに励んでいる人がたくさんいるの

か世代別でどのくらいの感じで参加しているのかなというこ

とは教育長も言われたんですけど、その辺をもうちょっと詳

しく知りたいなと思っております。以上です。 

ありがとうございました。こどもの意見をっていうのはよ

く、市で作っているこども計画ですとかああいうところでも

積極的に取り入れてこうという話も出ていますので、そう

いった視点というのも今まであまりこどもが参加している取

り組みがなかったので、やっていく必要があるのかなという

ふうに話しているところです。ありがとうございました。続

いていかがでしょうか。はい、どうぞお願いします。 

スポーツ推進委員の鈴木と申します。スポーツの関係から

ちょっと言わせていただくと、あんまりよく他のことは分か

らないけど、12ページの部活動。今、絶対的に部活動をやる
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時間がなくなってきて、先生たちも顧問という先生たちがも

う2年先からいなくなるということで今、みよしスポーツクラ

ブを立ち上げてやってもらっていまして、私もテニスのこと

しか分からないですけれども、テニスだと年に20回近く、今

の中学生を土曜日に朝の8時から11時まで教えるということ

で、とりあえず2年間、顧問の先生と一般の人たちが教えるよ

うな形でやってます。2年後からは一般の人たちが教えていく

形になる予定だけれども、なかなか人の手配ができなくてこ

れ以上なかなか時間とその指導員の時間もないし人も増えな

いだろうということでジレンマも多くて、今これアンケート

を見るとこどもたちは多少はうまくなりたいと少ない時間で

うまくなりたい、だけど時間がない、親たちは強くならなく

てもいいけど他のことを教えてほしいって言うんですかね、

このところで難しいところがあると思って私達もいろいろ工

夫しながらやっているんですけど、まだまだ、努力が足らな

くて、そういうところがあります。 

今、部活動のところあったんですけども、こどもは以前と

比べて、楽しさだとか、そういったことに重きを置いている、

回答を出している人が多いかなと。保護者の方はどちらかと

いうと、それもあるんだけれどももっと心身ともに鍛えてい

くみたいな、そういったところを求めているところ。ニーズ

の違いが出ているのかなっていうのがあります。みよしクラ

ブという話が今出てきたんですけれども、休日の部活動に代

わる組織ということで今進めているところなんですけども、

立ち位置としては勝ち負けっていうところじゃなくて、初め

の一歩という形で運動に親しむと、入口を広げていこうとい

うような形で進めているところなので、そういった趣旨を伝

えて参加をしていく、あとは指導者の方にもそういう位置づ

けということをきちんと確認した上で、ご協力をしていただ

くということをやっていかないと、すれ違いが出ちゃうって

いうのもありますので、そういったことを進めていきたいと

思います。ありがとうございます。 

部活動のことで、増えている親の意見で、部活動がないと

遊んでしまうから部活動に打ち込んでもらえるようにしてほ

しいっていうその意見がやっぱり部活をやっていればよい。

親が結局、責任も部活動に任せてしまえばいいっていうとこ

ろが、こどもを育てる上でやっぱりもっとそういうスタンス

じゃなくて、みんなで育てていこうよっていうところがあっ

て、お家の方も任せてOKじゃなくて、そうやってやっている

ところ以外のところでやっぱり育てていかなきゃいけないと

いうふうに思うので、もっと何か関わり方をもっと、あんま

り期待しすぎないようにしないと、部活がないから駄目なん

じゃっていうふうじゃなくって、そういう家庭教育もそうだ

し、地域のいろんなところにもイベントに参加するだけでな

く、普段のこどもたちの接するところでも育てていくってい

うスタンスが必要なんじゃないかなっていうことを思って、
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部活やらないから先生が悪いとか、受け皿がない社会が悪い、

そうじゃなくて、みんなでどうやってやってくといいかなっ

ていうの知恵を出してこどもを育てていくっていうスタンス

がないと、どこかに責任をなすりつけて育てられなくなって

しまう、育てにくいっていうふうになってしまうと思うので、

そういうところが何か一つよいアイデアはないですかねっ

て、お家の方もやっぱそういうスタンスで話ができないとい

けないのかなっていうことを思っています。誰かに任せるの

ではなくてみんなでやるよって先ほどの意見と繋がってくる

かなと思うんですけど、そういうスタンスがお家の方の意見

として欲しいなと。 

やはり今までの流れというものもあるので僕自身もそうで

すけど、分かっていながら今までの習慣っていうかね、考え

方っていうのが刷り込まれてる部分もあるので、やはりこれ

から、変わっていかなくちゃいけないし変えていかなくちゃ

いけないかなというふうにも思っているところです。ありが

とうございます。 

今のところなんですけど、これ設問が悪いと思ったんです。

部活動がないと遊んでしまうので部活動に打ち込めるように

してほしい。前半と後半ちょっと違うんですよね。それ一緒

にしちゃっているから、また遊ぶことは、必ずしも悪いこと

ではないし、部活に打ち込めるようにしてほしいという願い

と、遊んでしまうから面倒を見てほしいっていうことがもし

あるとしたら、やっぱりそれを分けて聞いてもらった方がい

いと思うんですよね。実際のところどうですか。そういう託

児所的に部活動を考えている保護者はいるんですかね。 

でも実際やっぱり部括が減っているので、困り感はやっぱ

りこういうSNSとかゲームにそういうところに時間を使って

しまう子どもが多いからっていうので困っている親御さんや

はいますよね。部活とかで1日疲れてくればそんなことをやる

時間もなく、疲れて寝てとなると思うんですけど、自分たち

も多分そういうふうに育ってきたと思うので、そういうイ

メージで、自分のこどももなってほしいっていう思いはある

方もいるんじゃないかなと思います。 

今までみよし市は全員参加制だったんですか。部活動は。 

基本的には学校によるかもしれませんけれども、基本的に

はそうですけど、地域のスポーツクラブに行ければそれでもO

Kなので、入ってない子もいます。 

親としてはもう預けちゃったらもう私知らないよというと

ころがあって、私も前回言ったんですけど、部活動じゃなく

て今地域総合型スポーツクラブっていうのもあるので、そこ

だと結構親と子と一緒に楽しめるスポーツがあるので、そこ

で同じようなスポーツを。私は今、なかよしクラブというと

ころでショートテニスってことでウレタンボールのテニスの

一種を教えていますけど、親と一緒にやれると家に帰っても、

そのことで話題が一緒になって喋ることができるので、親と
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子で一緒に同じようなスポーツ、できるようなスポーツを楽

しんでもらうとありがたいなと思うんですけど。 

さっきの全員加入制については、学生によっては、すごく

例えば嫌だったっていう思いを強くもっている大学生もいま

すから、そのことでかえってスポーツが嫌いになっちゃう、

学校もなんか嫌いになっちゃうっていう。今、全員加入じゃ

ない方法でやりたいことがやれるような、そういった部活動

になっていくとしたらそれはいいことだなって思いますね。 

ありがとうございます。部活動の方が中心ですけどもそち

ら続けていただいても結構ですし、他のところもいっぱい出

ているんですから、いろんな視点でご意見出していただける

と大変ありがたいです。はい、どうぞお願いします。 

活動がないと遊んでしまうっていうのはちょっとびっくり

したんですけど、続きなんですけど、私は部活動がないと、

思春期に発散する場所がないから続けてほしいっていう気持

ちはあったんですけど、こう言った考えの方がいると思うん

ですね。私の周りだとこういう考えの同世代の方がいなくて、

体を動かして発散の意味で部活がなくなっちゃって残念だ

ねって話をよく聞いたのでちょっとびっくりしました。多分

ゲームやりたい子はゲームとは限らないと思うのですけど、

部活やった後でゲームやると思うので、やっぱりここはつな

がらないのかなと思います。 

今のご意見で、私、電話相談っていうこともやらせていた

だいているんですけど、その中でいろんな心の問題とかいろ

んな思春期の問題とかを抱えている子に、運動何かやってい

るのって聞くと、サッカーやっているとか、野球やっている

という答えが返ってきたときにすごい私は救われた思いがし

て、そのときは頑張っているとか集中できるとか言ってるん

で、やっぱりスポーツってそういうところが魅力ではないか

なって思って、そういう場があるっていうことはすごく大事

だなっていうことを中高生と話しながら感じるので、やはり

そういう場をこれからも準備していくというか、あるといい

なってことは思います。今の発散っていうところで感じたん

ですけど、やはりそういうところの面も大きいかなと思って

います。 

ありがとうございます。そういった「みよしクラブ」と言

われるこれからの地域クラブの方については、今とりあえず

は学校にある部活動を何とかまず地域でもできるような、地

域の指導者の方のもとでやっていけるようにっていうところ

をまず優先していて、その先には第2段階として例えば今

ちょっと流行りつつあるというのか、例えばダンスですとか、

ニュースポーツだとか、あとは地域ならではのラグビーとか、

そういったことも体制が整えて、ニーズがあればやれるんだ

なっていうところも探りつつ進めているというようなところ

であります。はい、どうぞ。 

擁護をするじゃないですけど、教育委員会山内といいます。
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その前に大村先生が最後に言われたのは、男の人が働き方を

変えて、こういう活動をとおっしゃったのは僕にとっても印

象的に覚えていて、活動についても同様、土日なら見に行こ

うかなっていう、さっきPTAのことを言われましたけど、地域

参加をどう、みんな巻き込んでいくか、自分のコミュニティ

スクールの担当なので特にそれを思って、部活動のことも同

様で、この4番を擁護するわけじゃないですけど、ある地域で

は、小学校から部活動がなくなった、中学校に行ってもうえ

らいからやめようって言って辞める方が増えた。ただゲーム

だけならいいんだけど、そんなことやって犯罪だったりって

いうことが実際に増えているというふうに言われたのを県の

会議で聞きましたので、こどもの受け皿って言葉をちょっと

こぼれたものを拾うような言葉ではあんまり好きじゃないん

だけど、こどもが活躍できる場を作るっていう意味では、こ

の言葉の意味は確かに直さなければいけないけど、そういう

ことを考える必要があるなということは思いました。 

どうもありがとうございます。どうしても今スポーツの話

で絞られていますけども、スポーツに親しんですごくそれで

今アスリートの子、専門的にぐっと特化して行く子もいれば、

全く運動しないと体育の授業しかしないっていうような子と

二極化しているっていうのがここ数年顕著になってきてい

て、なおのことそういった部活動という形で従来通りのもの

を全くなくしてしまうともっとそれが進んでしまうのかなっ

ていうところに危惧をしているところがあります。さっき

おっしゃられたみたいに、運動、持っているエネルギーをう

まくプラスに変換していくんですか、高めていくっていうの

も必要ですし、実際自分も現場にいたときにも部活動が初め

の一歩になってそこから、自分ってこんなことできるんだと

いう可能性に気づいてそこからどんどん自分から前向きに

なったっていう子たちもたくさん見てますので、専門的なと

ころっていうのは本当に幅広くとっつきやすいところってい

う場を作っていかなくちゃいけないのかなと感じたところで

す。ありがとうございます。またそろそろ次の内容に進んで

いきたいと思います。続いてこちらの基本理念人間像ってい

うところで、教育委員会としてもいろいろ検討しながらこれ

までのことも踏まえて、基本理念ということで、今A案B案と

いうことで作っているところですので、今、軸で考えたのはA

案の方ではあるんですけれども、このままというふうにはま

だ考えていなくて、こっちがいいんじゃないかとかこういっ

た言葉を盛り込んだ方が、先ほどありましたけど、思いやり

だとか優しさとかそういったキーワードになるようなものも

あったのでこういったものを入れていったらどうだっていう

ようなことも合わせてですね、基本理念のところを中心にご

意見をいただきたいと思います。こっちがいいかな、A案かな

Ｂ案かな、あるいは他のことかなっていう、いろんな形で結

構ですので、出していただくとありがたいです。いかがでしょ
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うか。 

A案の方でもいいかなと思うんですけど、一般の方が見て協

育とか共育って言葉を理解されるかなとその中身がよく分か

らないんじゃないかなっていうふうに思って、これをもしつ

けるんだったら、こちらの方に協育とはこういうことですよ

とか、共育とはこういうことですよっていう定義的なものが

あった方が理解しやすいのかなと。前回のやつは、それはな

くても分かりやすい言葉だったので、学んで人とつながるっ

ていうすごく分かりやすかったので、学びを楽しんで人と人

をつなぐ、そういうことと、基本理念が分かりやすいんです

けど、このA案だとちょっと説明をしないといけないかなと、

そうなると分かりにくいので、一般の方がどう思われるかが

心配かなと思いました。 

このA案で出ているんですけども、次の項目に入ってしまう

んですけど、人間像と基本目標のところで、今回、学校教育

から、2番目が社会教育、3番目に家庭教育というお話が出て

きていたんですけど、そうすると、基本目標のところの1でま

た共育と協育がかっこで出てきますよね。これって学校教育

に限定なのかみたいな雰囲気が、流れ的に出てきてしまって、

そうではないよっていうふうに考えるんであれば、もっと広

い意味でこの二つの教育を捉えてっていうところで、やっぱ

り私もここは定義をきちんとどこかで記載して、協育はこう

いうこと、共育はこうと考えている上で、こうやって進めて

いきますよっていうのがいるんじゃないかなとこれを見て思

いました。 

ありがとうございます。これを入れ込むとか、あるいはやっ

ぱりワンクッション、この意味何なのって話になっちゃうの

で、これを使わないでいってはどうかなんて話も出ていたの

で、そういう意見もいただけるとありがたいです。伝わらな

いと意味がないので。 

私も協育と共育は説明がいるとふうに思ったんですけど

も、どちらも必ずしも学校教育だけのことではないはずなん

です。協働による育ち合い、協育ですね、もちろんこどもを

協働して育てようっていうこともあるけれども、あるいはそ

の地域の場でその学ぶ場をみんなで作りましょうということ

もあるだろうし、高齢者などのために、そういったその学ぶ

場を作っていくっていうこともあるだろうし、社会教育の要

素もあるし、共育もそうですよね。これは育ち合いとか学び

合いですから子ども同士もあれば大人同士もあれば、あるい

は子どもと大人の関係もあるはずなので、その辺をもう少し

膨らませていただけるといいかなと思いますね。 

前回は学ぶ楽しさで繋いで何をそこから発生するかってい

うのは書かれてないですね。そうするとすごく幅が広いんだ

けど、今回は心豊かに、心豊かなのを目指せばいいのかって

いうふうに限定されているので、そこの部分はちょっと自分

も気になって、この心豊かになることがみよしの中の教育の
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中の最高の目指すものでいいのかっていうところは考えない

といけないのかなというふうに思っています。そこにもしそ

れ以外のものも入れるのだったら、その言葉も来ないといけ

ないですし、いろんなとこに心豊かにっていう話が出てこな

いといけないのかなと思います。 

そうですね、ありがとうございます。心豊かにだけでいい

のかなという話もありますし、そこが全てそれでおしまいに

していいのかとか、最初の説明でもあったんですけど今ウェ

ルビーイングって話も出てきてはいるんですけども、それに

通じるような言葉が入ってきてもいいのかなということも、

ちょっと皆さんのお話を聞いていて感じたものです。どうぞ

お願いします。 

生きがいっていう言葉を私達世代とか、もっと上の世代の

方はピンとくると思うんですけど、こどもはどうかなってい

うところが気になりました。つながり合うっていうのも、何

とっていうところを入れたいんですけど、うまい言葉が私も

見つからなくて、すごく長くなってしまうところもあるので、

気になりました。 

ありがとうございます。そうするとやっぱりBよりはAかな、

でもどうかなみたいな。 

でも語呂的にはAぐらいの短さでいいとは思うんですけど。

この言葉の説明を補足で入れるとしたら難しい。 

そうですね。長さも結構最初に作っていく中で、すごく長々

としてしまっていて作ったんですけど、まだまだ迷っている

ところがあるので、こんなキーワードで、さっきもありまし

たけども、どうだっていうのも教えていただけるとありがた

いです。 

確認ですけど、心豊かにというのは、ウェルビーイングを

日本語にしたものだっていう理解でいいですか。 

そこら辺までは、説明でそこまでがくっつけれるかってい

うとちょっと、カチっとはきていないのかなっていう僕の印

象なんですけども、このあたりの言葉の使い方もまだまだ練

り切れてないです。どうですか、印象としては。 

だから心豊かにっていうふうに一般に使われていると、マ

インドの場合だけだとすると教育、つまり人格の形成として

はちょっと狭いんですよね。そしてウェルビーイングってい

うふうに理解すると総合的ですのでいいかなと思うので、ど

ういう意図でこれを選んだのかなっていうのはちょっと聞き

たかったんですね。 

言葉遊びになってはいけないなと思いながら、ちょっとそ

こら辺がまだ定まってないところですので。 

ウェルビーイングっていう言葉は、今一般社会においてど

のくらいみんなが親しみをもっている言葉であるかとか、わ

かる言葉であるかとか、ちょっと最近はよく出てくる、意識

していればよく出てくると思うんですけど、社会一般として、

どうなんですかね今。 
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最近僕らも使い出したって、僕のここら辺のまだまだ多分

一般社会的には聞くなぐらいなところなのかもしれないで

す。 

でもそれを知る機会になるっていう考え方でいけばいいの

かなと思いますけど。 

国際的に使われてきて、それを日本も使うようになったっ

ていう段階ですよね。 

なんて訳すんでしょう。 

訳だからいろいろあるんですよ。だから難しくて。実は福

祉の分野では早くから使われていたんですよ。ウェルフェア

ではなくてウェルビーイング。福祉を受けるんじゃなくて、

よりよく生きることを主の目的として、そういうことなんで

すよね。よりよく生きるっていうのは非常に多義的ですよね。 

いい言葉じゃないですか。30年ぐらい前から言っていまし

たよね。ウェルビーイング。 

でもここにウェルビーイングがもし乗っかかるとまたウェ

ルビーイングというのは何か、という説明が必要ですよね。

よく分からないなって、何だろうっていうふうに分かんなく

なっちゃうんですよね。 

ありがとうございます。基本理念の方もありがとうござい

ました。先ほどもちょっと関わって人間像の方に出ていたん

ですけども、それをこっちが理念の方が定まってないところ

で次いけるのかって話もあるんですが、ちょっと行ったり来

たりしながら作っていけたらいいなというふうに思います。

続いて人間像の辺り、落ちてないかとか重なっているんじゃ

ないかだとか足した方がいいんじゃないかとか、いろんなと

ころがあるのかなと思います。こちらもいろいろご意見いた

だけるとありがたいです。 

たくましくっていう言葉がちょっと小学校の目標に感じて

しまって、なんか今だとしなやかにとかそんな言葉がいいの

かなって思いました。 

しなやかに。 

 

したたかにはまたちょっと違う。 

レジリエンス。 

 

そうですね、そんなイメージ。たくましくっていうとなん

かすごく力強い感じがするんだけど力強くなくても本当にし

なやかに上手に生きていくっていうのが大事なのかな。生き

抜くもちょっとなんかすごく強い言葉だなと思いながら、た

だ生きるだけではちょっと物足りないなとも思いますけど。 

たくましく生き抜くだと、バチッとすごい感じで、しなや

かに生き抜くだとまたそこはセットで検討が必要かなって。

確かにそうですよね。 

生き抜くでも、生き続けるだけでもいいのかなと思います

が、生き続けるは生きることができるでもいいのかな。 
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それこそウェルビーイングですね、よりよく生きるってい

うことだから。 

先ほどもちょっと触れたんですけど一番上の項目が学校教

育中心としたところ、2番目が社会教育を中心としたところ、

3番目のところを説明していただいたときに、家庭教育と地域

教育みたいなことを言われたんですけど、家庭教育の匂いが

しないというか、家庭教育をどうやって考えていくか、切り

込んでいくかってすごく難しいところだなって、外からなか

なかできるところじゃないのでと思うんですけど、この間、

教育講演会、みよし市の教育委員会がされたのを聞かせても

らったんですけど、そこでも、ここの部分はもう家庭教育の

部分ですよねって講師の先生がおっしゃった、睡眠時間を

たっぷりとるとか、そういうことがすごくこどもに大事です

よってことをおっしゃられた。家庭でやることなんですけど、

なかなかこっちの教育委員会とか教育とかいう立場から、そ

このところが行けないところだなっていうことは感じている

んですけど、どこで行くかっていうのは私もどこで行けるか

なと考えたときに、学校で言うと、保健委員会とかでいろん

な生活習慣のことを考えることもありますよね。睡眠時間は

どのぐらいとか、どんなにそれが大切なことかという話がそ

ういうところで扱うとかはしているので、そういう部分を取

り上げて話を聞く機会がどっかで持てるといいかなというこ

とを思いますので、家庭教育について、こんな大事なんだっ

て私達が思っても、そこのうちのお母さんは全然思ってな

かったら、こどもたちに反映されていかないと思うので、で

もそこを皆がそうだよねっていうことが広がっていったら、

家庭教育も少しずつ下支えになるというか、さっきの中学校

の部活の話にも出てきたんですけど、ゲームやってばっかり

とか多分家庭の今の一番の大きな問題は、ゲーム時間をどう

するかとか、SNSからこどもを切り離すのはどうするかってい

う多分すごい大きな問題だと思うんですけど、そのあたりを

どこか助けになるというか、この中にあるといいかなという

ことを感じるので、家庭教育という部分につながるような言

葉とか、方向性があるといいなということを思いました。 

ありがとうございます。そうですね、おっしゃられる通り

で、地域の教育っていうのはこの中にも入っているけど、家

庭の匂いはしないんだっておっしゃる通り、家庭の力ってい

うかね、地域の負担だけじゃなくて、家庭の力って言うんで

すかね。やっぱり協働しながらやっていかないといけない

なっていうのは非常にニーズを感じていますので、そういっ

たところは盛り込んでいきたいなと思います。 

伝統を未来につなぐ人っていう言葉が、個人的にはすごく

好きなんですけど、地域より社会が上なのかな、あの真ん中

のところに入ってくるんですかね。社会教育。 

社会教育、非常に幅広いというのもありますね。これもど

ういうふうに示していくかっていうのは難しいところです。 
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真ん中のところがやはり、この社会や地域と、先の生きが

いをというところがつながっていないような気がします。 

ありがとうございます。確かにそうですね。作ったときに

はまだ迷いながら少しずつできてきたかなと思いながらやは

りいろいろな方に見ていただくと、いろいろなところから教

えていただけて非常にありがたいです。時間もありますので

次のも踏まえながら基本目標っていうような形をとっている

わけなんですが、先ほど、共育・協育って話についても出て

いたんですが、そのあたり、その1、2番とのつながりも含め

ていかがでしょうか。3番目のところで家庭はないなっていう

話ですね。今の話を聞くとそこが見えてきました。ありがと

うございます。 

愛着とか誇りは高めるものなんですか。誇りをもつは言う

かなと思うんだけど。愛着ももつって言うかな。あんまり高

めるって言葉は聞かない。でもすごく思いは分かります。 

あるんじゃなくてもっと強い思いをもってほしいっていう

ところがあるんですけど。 

誇りをもてたらもうそれでいいかなと思っちゃうんだけ

ど、それさらにそこまで踏み込むのはもっているっていうの

は前提になっちゃうと思うんですけど、ふるさとみよしって

いうのは、皆さんがもっているものですよね。 

基本目標の3は、ふるさとみよしへの愛着と誇りを高めると

いうのは、人間像についてですよね。基本目標とするにはな

じまない気がしていて、僕の理解では、こどもと大人の育ち

を支える家庭づくり、地域づくり、それをするのが基本目標

の3かなと思ったんですよ。その方が家族をちゃんと協力、協

働して家族を作っていく、あるいは地域社会を作っていく、

そのことによってまた人も育つんですけども、そのことに

よってこどもや大人の育ちを支えていくんだっていう、それ

が基本目標の3かなという今までのものも、僕は今までのもの

も、そういうイメージでふるさとみよしをつくる、市民を育

てるというのは、そういう家庭づくり、地域づくりができる

市民というイメージを僕はもっていました。 

目標1番は育てるのは誰が育てるんですか？主語の話なん

すけど、整えるがどうしてもこれは行政の話なのかなってい

うふうになってしまって、これは普通の方からすると一歩引

いちゃうかなというふうに思います。2番だけちょっと異質な

感じがしました。 

1番の育てる主語はどこなんだということですか。 

 

これは何となく分かります。一般市民。こどもをもってれ

ばだし、関わっていればなので、ほぼ広く皆さんがもてるか

ら目標として。でも2番は多分持ってないなと。 

2番の環境も行政の役割も大きいですけども、団体を作って

運営していくっていうのは、民間の仕事だと思うので、必ず

しも行政だけではないと思うので。 
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整えるという表現が固いかな。みんなで作るみたいな言い

方にしてはどうか。 

いろいろな施策とかそういうのがあるので、何かそういう

言葉が出ちゃったら整えるとか何か組織を作るだとか、そう

いう場を作るみたいな感じなので、そういう部分もあり環境

設備を作るっていうのも大事ですし、整えていく必要もある

んですけれども、その辺はやっぱり、確かにその通りですね。 

あとは、裏面のところにこんなふうにして基本理念があっ

て人間像があって、基本目標があって、基本目標というのを

年代別の位置づけとしてこんなふうな構成になるのかなって

いうような感じで、たたき台を作っていたところなんですけ

れども、このあたりを見ていただいて、視覚的にイメージし

やすいものなのか、分かりにくいなとか、そういったことも

あれば教えていただけるとありがたいんですけども、いかが

でしょうか。 

イメージでいうとこの3は、全部ひっくるめている土台の部

分だなって感じがすごくしていて、黄色い枠の中にこれとか

これがあって、そんなイメージが黄色の中で家庭教育とかそ

ういうのも全部含めて、そういう中にこういうのがあるよう

なイメージをしました。そうすれば家庭教育も入れやすいな

と。 

そうですね。ありがとうございます。いかがでしょうか。 

こういうふうに図にすると逆に落ちているなとか、分かり

にくいなとかいうのも見えるかもしれないですけど。 

ちょっと気になったのは、図のところで幼年・児童期が3歳

から始まっているのは、0、1、2歳はどう考えるのでしょうか。 

0、1、2歳のときは、家庭教育と考えると0歳も、当然なが

ら入ってくるんじゃないかっていう話ですよね。 

社会教育としてもそうですよね。 

こども計画で作っているところであるので、そちらはこど

も計画の方で見ていくっていうので除いたところがあるんで

すが、ただこどもっていうと本当は18歳、というところがあ

るので、ちょっとかぶるところもあるので難しいけど、3歳ま

でのところはこども計画の方で見て行きましょうっていう、

考えをしています。 

行政的な割り方をされた。 

はい。こども計画を新しくつくります。 

 

ここには全部示されてないんですけども、今、教育振興基

本計画っていうもので取り上げてやっているんですけども、

また刷新していく段階では、説明でもあった総合計画との繋

がりだとかこども計画との繋がりとか、あとは教育委員会の

中でいうとスポーツ関係とか社会教育そういったところとの

絡みだとかっていうところもつながりがどうなってるかって

いうのも示せるようにした方がいいという話は出ていまし

た。 
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今、おっしゃられたようにこども計画は0から3歳の計画に

なりますか。 

こどもなので18歳までのところなんですが、今回決めるに

あたって教育委員会が策定するものですから学齢期のところ

からは当然、内に含んでいかなくてはいけないと思ってるん

ですけど、そこまでのところで、未就学、未就園のところは

こども計画の方で主として見ていきましょうっていうよう

な、今ねらいでいるんですけれども。 

3歳より上は全部入っているのに、すごい偏っている感じは

する。 

でも三つ子の魂じゃないですけどもそのことを考えると家

庭教育ってまさにそこだなというふうに思えたりもします

し、そこの部分をどうやってどんな感じにするのかっていう

のは。 

高齢者の計画など他にもあるんですけど、でも高齢者の分

も入っていますよね。 

はい。今ここに入っているのはどうしようかって話も話題

にはなっていて。 

こうやって、かちっと分けると、どうしてもそういう話題

になっちゃいますよね。だからこういう感じでぼやかして、

ぼやっとした感じがしていいなって感じがして、土台にこれ

があって、そしたらこのイメージ図もそれに繋がってくるか

なという感じで。 

ハイハイしてるとやっぱ0～1歳ぐらいですよね。実際中学

生に、赤ちゃん抱っこ体験という形で赤ちゃんと中学生の育

ち合いをコロナ前は結構やっていましたよね。児童館なんか

でも小学生と赤ちゃんとかやっていますし、そういったこと

をやっぱり視野に入れてもらった方がいいので、入れていた

だいた方がよいのでは。 

確かにおっしゃられた通りで、赤ちゃんの体験ですとか、

そう考えている赤ちゃんもそうだし、中学生もそこで学ぶっ

ていうところがあるのでそうすると、確かに入ってないなっ

て思いますね。 

最後にまた前の方に戻ってちょっと言い残しちゃったって

いうのがあったらせっかくなのでいただいて持ち帰りたいと

思うんですけれども、いかがでしょうか。 

本当に今日教育委員会の中でしゃべっていたときでも、た

たき台をあーだこーだとやっていってとりあえず形は作った

んですけども、こうやってまた出して見ていただくと、また

さらにいろんな視点からアドバイスいただけて本当にありが

たいです。まだまだ次回も多分こうやっていく中で、また探っ

ていく状態かなと思いますけれども、お気づきのところはど

んどんいただけるとありがたいです。遠慮なくいただければ

と思います。どうもありがとうございました。 

 

 



大村委員長 
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それでは時間になりましたので、全体会を始めたいと思い

ます。最初にAグループ、次にBグループ、Cグループの順番で

各グループ2分程度で協議の内容をご報告いただきたいと思

います。 

 

＜Aグループ発表＞ 

Aグループは3点のことについて話が出ました。 

まず一番初めの方で大村先生もおっしゃってみえた小学校

に期待することと、こどもに期待したいことのところで、や

はり、いろんな意見を選べるようにした方がいいんじゃない

かという意見がありました。それから自己肯定感というとこ

ろで話があったんですけれども、15ページの質問のところ、

役に立ちますかとかいうところですけれども、こどもたちが

自分のことをどう思っているのか、自分の状態が今わかって

いるのか、そういうところが測れるような質問になるといい

んじゃないのかというところ。それがわかると、一人一人の

状態に合わせた支援に繋がっていくのではないかということ

で、具体的に今の自分が好きですかとか、それはどんなとこ

ろが好きですかっていうようなところを聞いていくと、こど

もたちが、どこで認められたら嬉しいのかというところもわ

かり、自己肯定感っていうのは、自分で育むものでもあるけ

れどもやはり周りの人から育まれるものでもあるから、どこ

で認められたいかがわかると、周りの人もどうやって声かけ

たらいいのかなっていうところもわかるのかなというところ

が話題になりました。それから保護者に対して、ありがとうっ

て言っていますかという形で、親も自分の姿を見るというか、

そういう質問も大事ではないかという意見が出ました。 

それから市民の方が協力できることはないとたくさん答え

てみえるというところで、でもいきいきクラブの交流があっ

たり、ボランティアとか福祉施設の方とのつながりがあった

り、それから行政区の行事にこどもたちが参加させていただ

いて、その地域の方からよかったよって推薦してもらってそ

れを学校で賞を与えているというような活動もできているよ

という話がありましたが、やはりいきいきクラブもボラン

ティアも縮小というか、入らない方もやはりいるっていうこ

と、働いてる方が増え、これからも増えていくということで、

そういう面で場所がないところでもあるけれども、こうやっ

て関わることを大人も学ぶ場として、社会教育の視点をもっ

て学校が核として進められるといいんじゃないかという意見

も出ました。この辺りの方たちはもう繋がりをもっていただ

いてるという意識がある。それから学校に繋がりがある方も

基本的には学校に誰々さんは大丈夫かなって見守ることがで

きることがあるんですけど、繋がりがない人をどうやって巻

き込むかっていうところで、共育、協育の姿を具体的に示し

ていく必要があるんじゃないかというような話になりまし

た。 
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それから新計画の方についてちょっと時間がなくて、2つし

かお話できなかったんですけれども、A案の方がいいなってい

うご意見が多かったです。対象は両方とも人に対してで、み

んなで育てていくっていうところが基本というところでA案

については、ウェルビーイングの思想を取り入れていくとい

いんじゃないかということ。共育、協育が1人じゃないってい

うメッセージにもなり、大きく捉えられていいんだけれども、

この言葉の説明は必要なんじゃないかというお話でした。そ

れからB案の方もわかりやすくっていいんだけれども、目指す

人間像と同じような言葉も含まれてるので、こちらではどう

かというような案が出ました。 

それから人間像については3つに分けたことはいいという

ところでありました。2点出たのが、市長のマニフェストに挑

戦という言葉があったので、大人もこどもも挑戦するという

ところで入れたらどうかというご意見と、それから3つ目にふ

るさとの魅力ってあるんですけど、そのふるさとの魅力って

何だろうなっていうところで、ものに対してではなく、自己

肯定感と絡めて、自分も人も大事にしているのがふるさとの

魅力でもあり、自分の生きざまっていうところも魅力である

ので、ふるさとっていうよりは、みよしのっていうふうにし

た方がいいんじゃないか、自分もみよしの1人だし、離れた人

も自分もみよしの1人だったと思えたらいいんじゃないかと

いうところで話が終わりました。 

以上です。 

 

＜Bグループ発表＞ 

B班になります。まずアンケートについてなんですけれど

も、B班の方では8ページ20ページから12ページのことが話題

になって取り上げられました。8ページのことについてなんで

すけれども、きめ細かな指導がという話になったんですけれ

ども、そのきめ細かな指導は学校はやっているんだけれども、

それが結果として表れていないとなれば、保護者が求めてい

ることは何なんだろうっていうところが1つ話題になりまし

た。20ページの読書推進については、図書館に行っていない

ことが数字として出てたんですけれども、やはり行っていな

いのは、サンライブに行くまでの距離の問題なのか、それと

も休みも忙しいのか、もしかすると電子書籍化したことに

よって図書館に行かなくても、本に親しむことができること

も原因なんじゃないかというような話題になりました。 

学校の図書室については、こどもたちの要望に合った本に

なっているのが一番なんですけれども、そこに少し蔵書率と

いうものが関わっているということも話題になりました。12

ページの部活動についてなんですけれども、ここは高校との

ずれがあるなっていうのが話題になりました。高校の先生が

おられるので、保護者が生徒に部活をやってほしいと言うの

であれば、高校としても協力できることはしていきたい、そ



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中井学校教育課主幹 

ういうことができるものがないかなというふうで、これから

考えていくことの1つになりました。アンケートの話題になっ

たのはこの3つなんですけれどもやっぱりアンケート結果を、

やっぱ様々な角度からちょっと分析する必要性があるかなあ

というのがB班での結論の1つかなというふうに思います。 

続けて、基本理念、目指す人間像、基本目標についてなん

ですけれども、すべてのこの3つのことに関して共通していえ

るのは、やはり市民に浸透する形、文言になるといいという

のが1つ。それからまとめの方もイラストを入れるとか、目に

入るような目に入ってわかるような形にできるといいのかな

というのがこの3つに関しての最終的な結論かなというふう

に思いました。例えば基本理念でいうと、言葉だけを見ると

やはりA案がいいだろうというふうなんですけれども、でも

もっと心に響くものにできるとプラスインパクトがあるよう

な形にできないかなという、例で言うと、みよしの特産物っ

て言ったら、柿、梨、ぶどうと大分答えられるようになって

きているでしょうっていうところに、みよしの教育はって言

われたらこれっていうふうな、そんなような形にできるとよ

りいいんじゃないかなというふうな意見が出ました。 

以上です。 

 

＜Cグループ発表＞ 

Cグループです。よろしくお願いします。 

アンケートについては主に3点です。8ページの先ほどの回

答の設定の仕方については、回答を3つにしたからこそ分かる

こともあるので、知りたいことによって回答方法の使い分け

というのが大事になってくるのかなというご意見をいただき

ました。また、思いやりや優しさというキーワードが自己肯

定感と一緒に出てくるので、これが基本理念のこちら側の方

に、上手に反映させられるといいのかなというご意見をいた

だきました。 

2つ目は18ページの生涯学習のところですけども、先ほどの

Bグループの様々な角度からの分析というのもあったんです

けども、やはり世代別の統計を示すことによって、こどもと

なるとどうしても学歴という形になってしまうので、生涯学

習ということを考えるといろいろな世代の方のご意見がどう

いうふうに反映されているのかという、そういった統計が欲

しいなということが挙げられました。 

一番、盛り上がったのが部活動のことでした。部活動につ

いては、こどもはどちらかというと楽しく、おうちの方は5番

の（4）部活動がないと遊んでしまうので部活動に打ち込める

にして欲しいという設問が、ピントがちょっとずれてしまっ

て、おうちの方のご意見がうまく吸い上げられなかったとい

うご意見もあったんですけども、こどもは楽しく、おうちの

方は学校やクラブチームの人に預けてやってもらう、そう

いった発想が見えてきてるのかなということで、学校、家庭、



地域がともに育っていくという考え方で部活動のことが考え

られるといいと。特に保護者の方にそれをどう伝えていくの

かというところが一番の課題かなという話になりました。 

みよしでは地域総合型スポーツで親子がともに運動して汗

を流すという活動も取り組んでいるので、そのようなところ

を紹介しながら、部活動というところ、どうしても昭和の部

活動というイメージになりがちなので、そこをどう説明して

いくのかということが課題なのかなということが挙げられま

した。新計画の方については、A案の方がキャッチーで、短く

てパッと入りやすいというご意見をいただきました。 

その中で協育と共育という言葉が出てくるのですが、先ほ

ども分かりやすさとか説明とかというのがありましたが、こ

の言葉をしっかり定義をすることによって、この柱がしっか

りしてくるのかなと。 

この共育、協育というのは、学校教育だけではなくて生涯

における教育においても、共育、協育である、そういう設定

をするといいのかなというご意見をいただきました。 

また基本理念の最後の心豊かにっていう言葉がウェルビー

イングの位置付けという意味合いでの心豊かにっていう形で

言葉が上手に設定されると、心の面だけが豊かになるのでは

なくて、そういったところが上手に定義付けされるといいの

かなというご意見をいただきました。 

目指す人間像については、この3本柱が学校教育、社会教育

その次のここが地域、家庭教育かなあという、Cグループでは

認識だったんですけども、その中の家庭という部分がどうし

ても伝わりにくいというのか、保護者の方のアンケートの回

収率もそうですし、家庭にもやはり協力して一緒に育ててい

こうということが上手に言葉として発信できないと、この土

台というものが崩れてしまうのかなと。 

課題としてはこの家庭に対してどういう言葉を使って一緒

にやっていこうよということを伝えていくのかっていうとこ

ろが大事だということをご意見いただきました。 

基本理念に関しても、基本的には一緒の柱でこの3番目がや

はりぼやけてしまっているので、ここの土台になるところを

しっかりと検討していくとよいというご意見をいただきまし

た。すいません。以上です。 

大村委員長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ありがとうございました。 

まさにこのグループ協議の中で熟議といいますか、基本理

念についてあるいは人間像、そして基本方針についてですね、

いろいろ議論をいただいきました。そうしたものがその前半

のアンケートで見えてくるものとどう繋がっていくのかって

いうことは少しまた時間が欲しいなという感想をもちまし

た。 

先ほど教育長さんから、アンケートについては、さらに調

査をするんだというお話がありましたので、ぜひこのアン

ケートで少し課題であるとか、やはり少し見えてきたものを



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

もう少しクリアになるようなそうした調査をしていただける

としたら、また皆さんの方からここのところをもう少し調査

して欲しいというご意見をいただきたいと思います。 

私の方からは少しコメントをさせていただくとすると、人

間像については、少しまだちょっと混乱があるかなと思って

聞いておりました。先ほどCグループでも議論してましたけど

も、人間像を学校教育、社会教育、地域教育で分けて考えて

おられましたけれども、人間像というのは、1人の人格のモデ

ルなので、あんまり学校教育ではこうだ、社会教育ではこう

だっていうふうにならないはずなんですよね。ですから、私

たち大人として、このみよしに生きるものとして、こんな人

間になりたいとこどもたちもこういう人間に育って欲しいっ

ていう願いを表現するところだと思いますので、3つに分けた

方がいい場合もあるかもしれませんが、1文で書かれた方がい

いのではないかという感想をもちました。 

先ほどCグループの方で報告でも、紹介していただきました

けども、基本目標のところの3がなかなか議論として固まって

いかないなっていう思いもありますが、私が先ほどいった意

見を少し述べさせていただくと、基本目標の1はこどもを育て

るためにどうするんだっていうことで地域ぐるみで育てるん

だっていう目標ですね。 

基本目標の２は、大人の育ち、一人一人が地域の中で育っ

ていくために、その環境を整えようと、それが行政だけの目

標にならないかっていうご意見もありましたけども、地域の

中で団体を作ったり、活動を起こしていったりというのは、

市民一人一人がやっていくことですので、これは行政と民間、

市民との協働ということで考えていただくといいのではない

かと思いました。 

基本目標の3ですけども、ふるさとみよしへの愛着と誇りと

いうと、これは人間像の中身になっていくんですよね。基本

目標としては少し違った表現があるべきではないかというふ

うに思ってまして、私としてはこどもの育ち、大人の育ちを

支える、家族づくり、家庭づくり、地域づくりを目指そうと

いうのが基本目標として掲げた方がいいのではないか、それ

に向けてそうした家庭づくり、地域づくりをする中で、こど

もや大人の育ちが支えられるんだっていう構造ではいかがで

しょうかというご意見を述べさせていただきました。少しい

ろんなご意見が出て、非常に議論としては非常に豊かになっ

たかと思いますが、これをまとめられる事務局の方はまた

ちょっと苦労していただけなければいけないなというふうに

思いますが、しかし、こうした議論がやはり計画の豊かさを

つくっていくんだというふうに思いますので、ぜひその辺は

事務局の方に期待したいというふうに思っております。 

それでは今日の協議はすべて終了したかと思いますが皆さ

んの方から何かございますでしょうか。よろしければ、進行

を事務局にお返しいたします。 



鈴木教育部副参事兼 

学校教育課主幹 
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鈴木教育部副参事兼 

学校教育課主幹 

大村先生どうもありがとうございました。 

では今後の予定について事務局より説明をします。 

お願いします。 

要項の表紙7番その他で書かせていただいております。 

今年度最後の第4回教育振興基本計画推進委員会を令和7年

2月26日水曜日、午後2時から6階、601、602会議室で行います。 

その時には本日ご意見いただいたものをまとめ、これでい

きますということで報告させていただきたいと思っておりま

す。事前にもしかしたら、これで考えておりますが何か意見

いただけますかっていうことを郵送かメール等でお願いする

ことがあるかと思いますが、その際は御意見のほどよろしく

お願いいたします。 

以上です。 

 

では、以上をもちまして第3回みよし市教育振興基本計画推

進委員会を終了させていただきます。 

最後に例の交換を行います皆様ご起立ください。 

一同礼。 

ご着席ください。 

どうもありがとうございましたでは交通安全十分気をつけ

てお帰りください。ありがとうございました。 

 


